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大分大学教育学部附属小学校



３年１組

昔の遊びパフォーマンスショーで
みんなを笑顔に



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第３学年１組】

単元のねらい：

単元のめあて：

【情報の収集】

インターネットや本から昔の遊びに
ついて情報を収集する。

けん玉 竹馬 おはじき お手玉
コマ回し 凧揚げ めんこ

【整理・分析】

一年生に教えるのにどの種目
に遊びを絞るか、またどんな形
式で教えるのかを分析する。

【まとめ・表現】

交流をする。

【整理・分析】

上手くできるコツ、失
敗する原因をまとめ、
相手への教え方を分
析する。

【振り返り・知の更新】

◆いろんな人に広めることができ
た。

もっといろんな人に広めることは
できないかな。たくさんの人を喜
ばせたい。

【課題の設定】

◆昔の遊びパフォーマーになって
パフォーマンスショーをしよう。

【情報の収集】

協力してくれる人を探す。（ＧＴ）

インターネットや本、身近な人からパ
フォーマンスで使えそうな技を調べる。

【整理・分析】

技のコツをまとめ、ショー
のプログラムを整理する。

【振り返り】

◆みんなが協力したおか
げでパフォーマンス
ショーが成功した。これ
からも団結することを大
切にしていきたい。

【単元の振り返り】（期待する姿）

何度も技の失敗を繰り返したけれど、友達を励まし合うことであきらめずに頑張ることができた。一人の力では大きなショーを成功させることはできないけれど、みんなの力を合わせれば大
きな力になりいろんなことができることを実感した。

小
単
元
３

【小単元２のめあて】 昔の遊びを全校に広めよう

小
単
元
２

【小単元３のめあて】 昔の遊びパフォーマーになってみんなを笑顔に

小
単
元
１

【小単元１のめあて】 昔の遊びを一年生に教えに行こう
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ｈ

10
ｈ

20
ｈ

【課題の設定】

◆昔の遊びをつかってみんなを
笑顔にしたい。全校に昔の遊びを
広めたい。

小学生を対象に昔の遊び集会を
開こう。

【情報の収集】

インターネットや本などから、自分の
選んだ昔の遊びで、さらに相手を引き
つける技やそのコツについての情報
を収集する。

【まとめ・表現】

昔の遊び集会を開く。

【まとめ・表現】

老人ホーム等でパフォー
マンスショーをする。

【課題の設定】

一年生が生活科の単塩で昔の遊びを学ぶ
のに講師を探している事を知り、昔の遊び
を通して交流を深めたいという願いを持つ。

◆一年生に遊びのコツと楽しさを伝えたい。

【振り返り・知の更新】

◆一年生に喜んでもらえて
うれしかった。またやりたい。

もっと上手くなりたい。人を
喜ばせたい。

昔の遊びパフォーマンスショーでみんなを笑顔に

探究的な見方・考え方を働かせ，昔の遊びの楽しさを体感したり、広めたりする活動を通して、自分を表現する良さを味わうことができるようにする。

探究課題： 昔の遊びの面白さやそれに関わる人の思いや工夫

国語科との関連

国語科との関連

国語科との関連

社会科との関連

国語科との関連 国語科との関連

国語科との関連

国語科との関連

国語科との関連

国語科との関連

社会科との関連



単元のねらい： 探究的な見方・考え方を働かせ，昔の遊びの楽しさを体感したり、広めたりする活動を通して、自分を表現する良さを味わうことができるようにする。

【昔遊びの楽しさを広める】

一年生に励ましの言葉をかけることが
できた。次はもっと一年生が分かりやす
い言葉で伝えたいと思う。
（）

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）

【昔遊びの楽しさを体感する】

けん玉の大皿でちがうやり方を考えるのが楽し
い。けん玉の先生がたくさん技を教えてくれてう
れしかった。今までできなかったとめけんができ
るようになった。

【表現する良さを味わう】

今日の感想は「よかった」。技が一発で決まったし、
説明も良かったと自分でも思う。とくに気をつけた
ことは目線と話すスピード、言葉に気をつけた。
（自分の）



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： 昔の遊びパフォーマンスショーでみんなを元気に（小学校第３学年：５５時間）

時期 ９月～１２月 １月～２月 ３月

探究の
過程

昔の遊びを一年生に教えに行こう
【一年生編】
（２５時間）

昔の遊びを全校に広めよう
【全校編】
（１５時間）

昔の遊びパフォーマーになって地域を笑顔に
【地域編】
（１５時間）

課題設定 【課題の設定】

一年生が生活科の単塩で昔の遊びを学ぶの
に講師を探している事を知り、昔の遊びを通し
て交流を深めたいという願いを持つ。

◆一年生に遊びのコツと楽しさを伝えたい。

【課題の設定】

◆昔の遊びをつかってみんなを笑顔にしたい。全
校に昔の遊びを広めたい。
小学生を対象に昔の遊び集会を開こう。

【課題の設定】

◆昔の遊びパフォーマーになってパフォーマンス
ショーをしよう。

情報収集 インターネットや本から昔の遊びについて情報
を収集する。

けん玉 竹馬 おはじき お手玉
コマ回し 凧揚げ めんこ

インターネットや本などから、自分の選んだ昔の
遊びで、さらに相手を引きつける技やそのコツに
ついての情報を収集する。

協力してくれる人を探す。（ＧＴ）

インターネットや本、身近な人からパフォーマンスで
使えそうな技を調べる。

整理分析 一年生に教えるのにどの種目に遊びを絞るか、
またどんな形式で教えるのかを分析する。

上手くできるコツ、失敗する原因をまとめ、相手へ
の教え方を分析する。

技のコツをまとめ、ショーのプログラムを整理する。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】
・交流の準備をする。
・交流をする。
【振り返り・知の更新】

◆一年生に喜んでもらえてうれしかった。また
やりたい。もっと上手くなりたい。人を喜ばせた
い。

【まとめ・表現】
昔の遊び集会を開く。
【振り返り・知の更新】
◆いろんな人に広めることができた。

もっといろんな人に広めることはできないかな。た
くさんの人を喜ばせたい。

【まとめ・表現】

老人ホーム等でパフォーマンスショーをする。

【振り返り】

◆みんなが協力したおかげでパフォーマンスショー
が成功した。これからも団結することを大切にして
いきたい。

【社会】わたしたちのま
ちのようす

地形や土地の使われ方，
主な公共施設の場所と
働きなどに着目して観
察し，気づいたことを白
地図にまとめている。
（技能）

【国語】たからものをしょうかいしよう（話
す・聞く）

関心のあることなどから話題を決め必要
な事柄にについて調べ要点をメモしてい
る【話す聞く ア】

相手を見たり言葉の抑揚や強弱，間の取
り方などに注意したりして話している。【話
す聞くウ】

表現したり理解したりするために必要な
語句を増やしている【伝国イ(オ)】

【国語】生き物事典で！？を全校のみん
なに紹介しよう（読む）

カードの項目によって，文章の要点や細
かい点に注意しながら読み要約している。
【読む－エ】

生きもののびっくりを知らせるために，い
ろいろな本や文章を選んで読んでいる。
【読む-カ】

【国語】ふしぎ発見！大事典
～解説します あなたの？～

クイズにするために身の回りの？！を本
や文章から見つけようとしている。【関】
身の回りの!?問いと答えの文の関係をと
らえて，文章を読んでいる【読む-イ】
目的や必要に応じて，文章を引用したり
要約したりする。【読む-エ】

【社会】昔の道具をさが
してみよう

昔の道具を調べる方法
やまとめる方法につい
て，メモに書いたり，発
表したりしている。
（思考・判断・表現）

昔の道具を観察したり，
体験したりして，それら
を使っていたころのくら
しの様子を具体的に調
べ，ノートにまとめて理
解している。
（知識・理解）

【国語】～学級が楽しくなる係について話し合おう～
（学級全体で話し合って考えをまとめたり，意見を述べ
合ったりすること）

互いの考えの共通点や相違点を考え，司会や提案等
の役割を果たしながら，進行に沿って話し合っている。
【Ａ-オ】
表現したり理解したりするために必要な語句を増し，ま
た，語句には性質や役割の上で類別があることを理解
している。【伝国イ(オ)】



３年２組

西大分駅イメージアップ＆ＰＲプロジェクト



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第３学年２組】

単元のねらい：

単元のめあて：

【情報の収集】

・なぜ西大分駅は，古いのになくなら
ないのはなぜか，情報を収集する。

【整理・分析】

・利用人数なで必要な情報を
整理し，なぜなくならないのか，
その理由を分析する。

【まとめ・表現】

・西大分駅が地域に必要と
されていることを確認する。

【整理・分析】

・調べたり，聞いたり
したことをもとに，適
した方法を分析する。

【振り返り・知の更新】

・苦労したけどイメージアップが
できた。もっとイメージアップする
方法はないかな？

【課題の設定】

・さらによりよいイメージアップす
る方法について課題意識をもつ。

【情報の収集】

・さらにイメージアップする方法につ
いて調べる。

【整理・分析】

・集めた情報のうち，どの
ように効果的かを考え，方
法を分析する。

【振り返り】

・ある程度イメージアップ
することができた。これか
ら，西大分駅だけでなく
地域の大切な場所を守っ
ていきたい。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・分からないことはとことん調べたり，人に聞いたりして解決できた。何回も失敗して苦労したけど，その度にみんなで原因をさぐって改善し，協力してうまくできた時や駅員・地域の人が喜ん
でくれた時にはとてもうれしかった。自分たちでできた達成感も感じたし，サポートしてくれた人たちに感謝の気持ちを伝えたい。

小
単
元
３

【小単元２のめあて】西大分駅をイメージアップしよう。

小
単
元
２

【小単元３のめあて】西大分駅をイメージアップしよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】西大分駅を知ろう

25
ｈ

10
ｈ

20
ｈ

【課題の設定】

・どのようにすれば西大分駅がイ
メージアップするかを追究するこ
とについて，課題意識をもつ。

【情報の収集】

・どのような方法があるか，資料やイ
ンターネット等で調べる。

・利用者はどうしてほしいかインタ
ビューする。

【まとめ・表現】

・方法をもとに，イメージ
アップをしよう。

【まとめ・表現】

・効果的な方法でイメージ
アップをする。

【課題の設定】

・西大分駅のイメージについて，大分駅など
と比較する上で，西大分駅に対して課題意
識をもつ。
◆西大分駅について，知りたい。

◆西大分駅は，新しく大分駅ができたのに
なぜなくならないのか？

【振り返り・知の更新】

・地域に必要な西大分駅を
どうにかイメージアップする
方法はないだろうか。

西大分駅イメージアップ＆ＰＲプロジェクト

探求的な見方・考え方を働かせ，地域のもの（西大分駅）を守る人々や利用者の声を聞き，イメージアップする活動を通して，公共への意識を高める
ことができるようにする。

探究課題： 地域のものを守る人々の工夫や努力

社会科との関連 社会との関連

図工との関連

国語との関連

国語との関連

国語との関連

図工との関連



単元のねらい： 探求的な見方・考え方を働かせ，地域のもの（西大分駅）を守る人々や利用者の声を聞き，イメージアップする活動を通して，公共への意識を高めることができるようにする。

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）

【公共への意識を高める】

西大分駅は，こんなに綺麗というぐらい綺麗
になりました。まだ，大分市内全部は綺麗に
なっていないので，ゴミを見つけたら拾って綺
麗にしていきたい。
（清掃活動を広げていこうとする姿）

【公共への意識を高める】

たくさんの人が使えて，使っている人が気持ち
よく過ごせるようにしたい。

（どんな人でも使えて，誰でも気持ちよく過ご
せることをめざす姿）

【地域の人やものとの関わり】

何回もやって駅長さんや駅員さんがとても喜んでく
れていたので，イメージアップすることができた。
（関わった人の喜びを体感する姿）

【地域の人やものとの関わり】
４回目できたらやりたい。
（さらに関わろうとする姿）



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： 西大分駅イメージアップ＆ＰＲプロジェクト（小学校第３学年：７０時間）

時期 ５月～７月 ９月～１０月 １１月～１２月 １月～３月

探究の
過程

西大分駅を知ろう
（時間）

西大分駅をイメージアップしよう
【実践編】
（時間）

西大分駅をイメージアップしよう
【付加・ＰＲ編】
（時間）

課題設定 【課題の設定】

・西大分駅のイメージについて，大
分駅などと比較する上で，西大分駅
に対して課題意識をもつ。
◆西大分駅について，知りたい。

◆西大分駅は，新しく大分駅ができ
たのになぜなくならないのか？

【課題の設定】

・どのようにすれば西大分駅がイメージ
アップするかを追究することについて，課
題意識をもつ。

【課題の設定】

・さらによりよいイメージアップする方法
について課題意識をもつ。

情報収集 【情報の収集】

・なぜ西大分駅は，古いのになくなら
ないのはなぜか，情報を収集する。

【情報の収集】

・どのような方法があるか，資料やイン
ターネット等で調べる。

・利用者はどうしてほしいかインタビュー
する。

【情報の収集】

・さらにイメージアップする方法につい
て調べる。

整理分析 【整理・分析】

・利用人数なで必要な情報を整理し，
なぜなくならないのか，その理由を
分析する。

【整理・分析】

・調べたり，聞いたりしたことをもとに，適
した方法を分析する。

【整理・分析】

・集めた情報のうち，どのように効果的
かを考え，方法を分析する。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】

・西大分駅が地域に必要とされてい
ることを確認する。

【振り返り・知の更新】

・地域に必要な西大分駅をどうにか
イメージアップする方法はないだろう
か。

【まとめ・表現】
・方法をもとに，イメージアップをしよう。

【振り返り・知の更新】

・苦労したけどイメージアップができた。
もっとイメージアップする方法はないか
な？

【まとめ・表現】
・効果的な方法でイメージアップする。

【振り返り】

・ある程度イメージアップすることができ
た。これから，西大分駅だけでなく地域
の大切な場所を守っていきたい。

【社会】
「わたしたちのまちのようす」

・まちに古くから残る遺跡や建造
物などに着目して観察し，気づい
たことを白地図にまとめている。
（観察・資料活用の技能）

【国語】
「聞き取りクイズをしよう」

・話の中心に気を付けて聞
き，質問をしたり感想を述
べたりする。【Ａ－エ】

【国語】

「～学級が楽しくなる係に
ついて話し合おう～
（学級全体で話し合って考
えをまとめたり，意見を述
べ合ったりすること）」

・互いの考えの共通点や
相違点を考え，司会や提
案等の役割を果たしなが
ら，進行に沿って話し合っ
ている。【Ａ-オ】

【社会】
「わたしたちの市のようす」

・人がたくさん集まるところは，土
地利用や交通との関わりが深い
ことを資料から読み取り，まとめ
ている。
（観察・資料活用の技能）

「考えるための技法」の活用

【国語】
「絵文字カタログをつくろう」

・自分が紹介したい絵文字
について，書く上で必要な
事柄を調べる【Ｂ－ア】

【図工】
「色・形 いい感じ」

・絵の具を混ぜたり重ねた
り、いろいろ試しながら表
し方を工夫している。（技）

【社会】
「お店で働く人びとの仕事」

・おすすめする店のよさに
ついて，「安い，新鮮，便
利，サービス」などのキー
ワードを適切に用いて，ふ
りかえりシートにまとめる。
（社会的な思考・判断・表
現）

【社会】
「工場で働く人びとの仕事」

・かまぼこ工場で細心の注
意をはらって毎日繰り返さ
れる検査や商品開発，ま
た，服装や施設などにおけ
る取り組みから，かまぼこ
づくりへの思い，消費者の
ニーズに応え，よい製品を
つくるための工夫や努力な
どについて考え，言葉で表
現している。。（社会的な思
考・判断・表現）



３年３組

大空へてづくりたこを飛ばそうプロジェクト



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第3学年3組】

単元のねらい：

単元のめあ
て：

【情報の収集】

・本やインターネットなどから手作り
たこの作製方法について情報を収
集する。

【整理・分析】

・作製に必要な情報をたこ
作製メモに整理し，作製方
法を分析する。

【まとめ・表現】

・作製メモを基にたこをつ
くる。

【整理・分析】

・よく飛ぶこつ、失敗
した原因の解決方法
をたこ作製メモにま
とめ、整理し、作製
方法を分析する。
（班活動）

【振り返り・知の更新】

・大きなたこが長い時間、高く
飛ぶのは難しい。自分たちの
力ではできないので、誰か協
力してくれる人が必要だ。

【課題の設定】

◆もっと長い時間、高く飛ぶたこ
を作りたい。飛ばなかった（うまく
いかなかった）原因を突き止め解
決しよう。

【情報の収集】

・協力してくれる人を探す（GT)

・本やインターネット、身近な人から
よく飛ぶためのたこの作製方法につ
いて情報収集する。

【整理・分析】

・よく飛ぶこつ、失敗した原
因の解決方法をたこ作製
メモにまとめ、整理し、作
製方法を分析する。

【振り返り】

・たこづくりを通して、み
んなの頑張り、協力を表
すことができた。次は他
のことにも協力することを
広げていきたい。

【単元の振り返り】（期待する姿）

わからないことを色々な方法で調べて解決することができた。失敗を繰り返していたけど、どうして失敗したのかを見つけ、解決方法を考えたことで、うまくいくことがわかった。自分一人で
はできないことが、GTやクラスのみんなの助けを借りて、協力することで、できるようになることがわかった。

小
単
元
３

【小単元２のめあて】 よく飛ぶたこを作製しよう（班活動編）

小
単
元
２

【小単元３のめあて】 よく飛ぶたこを作製しよう（GT編）

小
単
元
１

【小単元１のめあて】 オリジナルたこを作製しよう

25
ｈ

15
ｈ

15
ｈ

【課題の設定】

◆もっとよく飛ぶたこを作りたい。
飛ばなかった（うまくいかなかっ
た）原因を突き止め解決しよう。

【情報の収集】

・本やインターネット、身近な人からよ
く飛ぶためのたこの作製方法につい
て情報収集する。（班活動）

【まとめ・表現】

・作製メモを基によく飛ぶ
たこを作る。

【まとめ・表現】

・作製メモを基によく飛ぶ
たこを作る。

【課題の設定】

・たこには様々な種類があり、手作りで
きるたこがあるがあることがわかる。

◆手作りたこを作ってみたい！

【振り返り・知の更新】

・自分たちの手作りたこ
はできた。だけどもっと大
きなたこやよく飛ぶたこを
作りたい。自分1人の力
ではできないので、班で
協力して作成できないか
な。

探究的な見方・考え方を働かせ、作成に必要な情報を集めたり、情報を比較して考えたりして手作りだこを作製することを通して、ものづくりの楽しさ
や難しさを体感することができる。

探究課題： ものづくりの面白さや工夫、ものづくりに携わる人々の技術や思い

大空へてづくりたこを飛ばそうプロジェクト

国語科との関連

国語科との関連

国語科との関連

国語科との関連

算数科との関連

算数科との関連

算数科との関連

図画工作との関連

図画工作との関連

図画工作との関連国語科との関連



【学び方について】

たこが飛ばなかった時は、とても疑問に思っ
て、考えるのが楽しかったです。

【学び方について】

今までの失敗は、全て無駄ではない。この全
てが勉強ということがわかった。

単元のねら
い：

【ものづくりの楽しさや難しさ】

一番楽しかったのは、たこを考えて
作ることで、飛ばなくても作ること自
体が楽しかったです。（※試行錯誤
を繰り返し，ものづくりの楽しさを感
じている姿）

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）

探究的な見方・考え方を働かせ、作成に必要な情報を集めたり、情報を比較して考えたりして手作りだこを作製することを通して、ものづくりの楽しさ
や難しさを体感することができる。

【学び方について】

努力を積み重ねてここまでた
どり着いたと思います。

【ものづくりの楽しさや難しさ】

最初の形はイメージと違っていて全然飛ばなくって、次に自分たち
で例えば気球のような形のアイデアを出したり、骨組みをかえたり
して工夫しました。（※自分のイメージを形にする難しさ、試行錯誤する
次々に試したいことが浮かび意欲的な姿）

【人との関わり】【ものづくりの楽しさや難しさ】

【人との関わり】

わからないところは、先生や友だちが教え
てくれたので、感謝しています。



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： 大空にオリジナルたこを飛ばそうプロジェクト（小学校第３学年：５５時間）

時期 ９月～１１月 １１月～１月 １月～３月

探究の
過程

オリジナルたこを作製しよう
（２5時間）

よく飛ぶたこを作製しよう（班活動
編）

（１５時間）

よく飛ぶたこを作製しよう（GT編）
（１５時間）

課題設定 【課題の設定】

・たこには様々な種類があり、手作り
できるたこがあるがあることがわか
る。

◆手作りたこを作ってみたい！

【課題の設定】

◆もっとよく飛ぶたこを作りたい。飛ばな
かった（うまくいかなかった）原因を突き止
め解決しよう。

【課題の設定】

◆もっと長い時間、高く飛ぶたこを作り
たい。飛ばなかった（うまくいかなかっ
た）原因を突き止め解決しよう。

情報収集 【情報の収集】

・本やインターネットなどから手作り
たこの作製方法について情報を収
集する。

【情報の収集】

・本やインターネット、身近な人からよく飛
ぶためのたこの作製方法について情報収
集する。（班活動）

【情報の収集】

・協力してくれる人を探す（GT)

・本やインターネット、身近な人からよく
飛ぶためのたこの作製方法について情
報収集する。

整理分析 【整理・分析】

・作製に必要な情報をたこ作製メモ
に整理し，作製方法を分析する。

【整理・分析】

・作製に必要な情報をたこ作製メモに整
理し，作製方法を分析する。

【整理・分析】

・よく飛ぶこつ、失敗した原因の解決方
法をたこ作製メモにまとめ、整理し、作
製方法を分析する。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】

・作製メモを基にたこをつくる。

【振り返り・知の更新】

・自分たちの手作りたこはできた。だ
けどもっと大きなたこやよく飛ぶたこ
を作りたい。自分1人の力ではできな
いので、班で協力して作成できない
かな

【まとめ・表現】

・作製メモを基によく飛ぶたこを作る。

【振り返り・知の更新】

・大きなたこが長い時間、高く飛ぶのは難
しい。自分たちの力ではできないので、誰
か協力してくれる人が必要だ。

【まとめ・表現】

・作製メモを長い時間。高く飛ぶたこを
作る

【振り返り】

・たこづくりを通して、みんなの頑張り、
協力を表すことができた。次は他のこと
にも協力することを広げていきたい。

【国語】2年「きつつき おもちゃ
大会をひらこう」（読む）

・たこの作り方説明するために必
要な言葉を書き抜いている（思・
読エ）

【国語】「学級が楽しくな
る係について話し合お
う」（話す・聞く）

・互いの考えの共通点や
相違点を考え、話し合う
こと。（思・話聞オ）

・相手に伝わるように，理
由や事例などを挙げな
がら，ア話の中心が明確
になるよう話の構成を考
えること。
（思・話聞イ）【国語】「手紙で社会見学のお願いをしよ

う」（書く）

・文章の間違えを正したり、よりよい表現
に書き直している（思・書オ）

「考えるための技法」の活
用

【図工】「サクサク小刀名
人」

・安全に小刀を使い、力
加減や削る面積などを
工夫している。（思・判・
表）

【算数】2年「三角形と四
角形」3年「三角形」
・紙を折って直角、長方
形、正方形、直角三角形
をつくったり、方眼などを
用いて長方形、正方形、
直角三角形を作図したり
することができる。（技）

・定規やコンパスを用い
て，二等辺三角形や正三
角形を作図することがで
きる。（技）



４年１組
クラスで協力して、見ている人が楽しめる劇をつくろう



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第4学年1組】

単元のねらい：

単元のめあて：

【情報の収集】
・台本を読み、言葉は適切か考える。

・適切な台詞に変えて、物語のイ
メージを共有する。
・必要な道具を考える。

【整理・分析】

・役を決めるオーディションを行
い、一人一役を決める。
・練習を重ね、台詞を覚える。

・お互いに見合い、話の内容や
登場人物の思いが伝わるか考
える。

【まとめ・表現】

・動画で撮影したものを見て、
振り返る中で、声の出し方、
振り付け、立ち位置などの
工夫がまだ足りないことに
気づく。

【整理・分析】

・場面ごとに見合い、
以前よりよくなってい
る所や改善点を話し
合う

・もらったアドバイス
を整理し、よかった所
と改善点をまとめる

【振り返り・知の更新】

・見た人からアドバイスをもらい、
足りないことがはっきりした。次
は保護者や他学年の児童にみ
てもらいたい。

・安部先生から合格をもらった。
工夫すれば、見ている人に伝わ
りやすくなり、楽しんでもらえるこ
とがわかった。

【課題の設定】
安部先生や4年生からもらったア
ドバイスを生かして、劇を改善し、
お家の方や他学年に見てもらい、
新聞にまとめよう。

【情報の収集】

アドバイスや改善点を整理し、劇を
披露する。保護者や他学年に見ても
らい、感想をまとめる。

【整理・分析】

保護者や他学年の感想を
声、振り付け、立ち位置、
表情などの視点で分けて
まとめ、成長したことをまと
める。

【振り返り】

劇を通して個人やクラス
の成長を感じることがで
きた。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・クラスで劇に取り組み、練習することで、助け合ったり、アドバイスしあったりした。・初めのうちは恥ずかしかったけど、勇気を出して声を出したり、振り付けをつけたりして、お客さんに想い
をつたえることができた。教えてくれた方々に感謝したいです。等

小
単
元
３

【小単元２のめあて】 宝のつるはしを見てもらい、改善しよう

小
単
元
２

【小単元３のめあて】 改善した劇を保護者や他学年に見てもらおう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】宝のつるはしの劇に取り組もう

25
ｈ

２0
ｈ

１0
ｈ

【課題の設定】

見ている人を魅了する劇にする
ために、詳しい人からアドバイス
をもらい、表現の工夫をし、附小
の児童や保護者にみてもらおう。

【情報の収集】

他の小学校の劇をみて、立ち位置や
大道具、出入りの仕方を知る。演劇に
詳しい安部先生にみてもらい、声の大
きさや速さ、振り付け、表情などのポ
イントを教えてもらい、改善ポイントと
して練習に生かす。

【まとめ・表現】
話の内容を知らない、2組
と３組に劇を見てもらう。
見た感想を書いてもらい、
劇の改善に生かす。

【まとめ・表現】

表現を工夫することで伝
わるうれしさや表現する楽
しさがわかった。みんなで
感想を振り返ることで、成
長を振り返る。

【課題の設定】

クラスのめあて「男女の壁をこえ、ルールを
守り、楽しいクラスにしよう」ができていない
ことを振り返り、クラスで劇に取り組むことで
めあての達成に近づけることを共通理解し、
めあてを設定する。

【振り返り・知の更新】

・台詞を覚えていうだけじゃ
伝わらないし、おもしろくな
い。もっと見ている人を魅了
するために必要なことを詳し
い人に聞いてみたい。

クラスで協力して、見ている人が楽しめる劇をつくろう

探求的な見方・考え方を働かせ劇中の表現の工夫を考える活動を通して、想いが伝わる良さを味わうことができるようにする。

探究課題： 劇を通して、豊かな表現について学び、想いを伝えるよさを味わう

国語科との関連 国語科との関連

図工との関連

国語科との関連

国語科との関連

図工との関連



【想いが伝わるよさ】

できるか不安だったけど、見ている人が笑ってくれたり、しんけんに
見てくれたりした。

友だちからも「がんばって」「すごかったよ」などのはげましややアド
バイスをもらい、自信をもってできるようになった。
（アドバイスを生かして表現の工夫を繰り返した達成感）

単元のねらい： 探求的な見方・考え方を働かせ、劇中の表現の工夫を考える活動を通して、想いが伝わる良さを味わうことができるようにする。

【想いが伝わるよさ】
1年生が笑顔でみてくれた。2年生が地底の国の
背景をみて、笑ってくれて、「すごい」と言ってくれ
ている気がして達成感があった。

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）

【想いが伝わるよさ】

ゲストティーチャーから６０点と言われてくやしかったです。でもアドバイスを
もとに練習したり工夫したりして、次に８０点と言われたことがうれしかった
です。（他者からの見方を受け止め、表現の工夫をした姿）



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： クラスで協力して、見ている人が楽しめる劇をつくろう（小学校第４学年：７０時間）

時期 ５月～７月 ９月～１２月 １月～３月

探究の
過程

宝のつるはしの劇に取り組もう
（２５時間）

宝のつるはしを見てもらい、改善し
よう

（２５時間）

改善した劇を保護者や他学年に
見てもらおう
（２０時間）

課題設定 【課題の設定】

クラスのめあて「男女の壁をこえ、
ルールを守り、楽しいクラスにしよ
う」ができていないことを振り返り、ク
ラスで劇に取り組むことでめあての
達成に近づけることを共通理解し、
めあてを設定する。

【課題の設定】

見ている人を魅了する劇にするために、
詳しい人からアドバイスをもらい、表現
の工夫をし、附小の児童や保護者にみ
てもらおう。

【課題の設定】
安部先生や4年生からもらったアドバ
イスを生かして、劇を改善し、お家の
方や他学年に見てもらい、まとめよう。

情報収集 ・台本を読み、言葉は適切か考える。

・適切な台詞に変えて、物語のイ
メージを共有する。
・必要な道具を考える。

他の小学校の劇をみて、立ち位置や大
道具、出入りの仕方を知る。演劇に詳し
い安部先生にみてもらい、声の大きさ
や速さ、振り付け、表情などのポイント
を教えてもらい、改善ポイントとして練
習に生かす。

アドバイスや改善点を整理し、劇を披
露する。保護者や他学年に見てもら
い、感想をまとめる。

整理分析 ・役を決めるオーディションを行い、
一人一役を決める。
・練習を重ね、台詞を覚える。

・お互いに見合い、話の内容や登場
人物の思いが伝わるか考える

・場面ごとに見合い、以前よりよくなって
いる所や改善点を話し合う

・もらったアドバイスを整理し、よかった
所と改善点をまとめる

保護者や他学年の感想を声、振り付
け、立ち位置、表情などの視点で分け
てまとめ、成長したことを実感する。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】

・動画で撮影したものを見て、振り返
る中で、声の出し方、振り付け、立ち
位置などの工夫がまだ足りないこと
に気づく。
【振り返り・知の更新】

・台詞を覚えていうだけじゃ伝わらな
いし、おもしろくない。もっと見ている
人を魅了するために必要なことを詳
しい人に聞いてみたい。

【まとめ・表現】
話の内容を知らない、2組と３組に劇を
見てもらう。見た感想を書いてもらい、
劇の改善に生かす。
【振り返り・知の更新】

・見た人からアドバイスをもらい、足りな
いことがはっきりした。次は保護者や他
学年の児童にみてもらいたい。

・安部先生から合格をもらった。工夫す
れば、見ている人に伝わりやすくなり、
楽しんでもらえることがわかった。

【まとめ・表現】

表現を工夫することで伝わるうれしさ
や表現する楽しさがわかった。感想を
まとめることで、自分たちの成長を振
り返る。
【振り返り】

劇を通して個人やクラスの成長を感じ
ることができた。

【国語】「音読でイチオシの昔話を
紹介しよう」（2年・既習）
・昔話や伝承などの本を読み聞か
せを聞いたり、発表し合ったりする
こと（伝国ア）

【国語】「学級の問題につい
て話し合おう」（話す・聞く）

・目的を意識して，日常生活
の中から話題を決め，集め
た材料を比較したり分類し
たりして，伝えあうために必
要な事柄を選ぶこと。（思・
話聞ア）

・相手に伝わるように，理由
や事例などを挙げながら，
ア話の中心が明確になるよ
う話の構成を考えること。
（思・話聞イ）

「考えるための技法」の活用

【図工】「ゆめのまちへようこそ」

・楽しい街になるように建物や橋な
どの組み合わせを考えながら、段
ボールや色の使い方を工夫してい
る。（技）

【図工】「森のげいじゅつ家」

・材料の形を生かして組み合
わせ方や表し方を工夫して
いる。（技）

【国語】「ちびっこ寄席をひらこう」（読む）

・内容の中心や場面の様子がよくわかるよ
うに音読すること（読むア）

・言葉には、考えたことや思ったことを表す
働きがあることを理解している。（伝国イ）



４年２組

ごみダイエット大作戦！

～オリジナル石けんといっしょにごみを減らす取り
組みを広げよう～



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第４学年２組】

単元のねらい：

単元のめあて：

【整理・分析】

・調べて分かっ
たことを整理す
る。

【振り返り・知の更新】

石けんは作れたけど、だれもが使いたくな
る石けんにするにはどうしたらいいかな。
みんなで使って試してみよう。他の人にも
試してもらって感想を聞こう。

【課題の設定】

・自分たちが作った石けんをみんなに
使ってもらうためによさを調べる。

◆いろんな人に使ってもらって感想を
聞こう。

【情報の収集】

・石けんを使ってみて意見
をまとめる。

・インターネットで石けんの
使い方を調べる。
・使った感想を聞く。

【整理・分析】

・石けんのおすすめポイン
トを整理する。

◆石けんと一緒にごみを
減らす呼びかけもできそう。

【振り返り】

・不要なものだと思っていたもので
も石けんを作ることができた。どん
なものも大切にしていくことは大
切。ごみを減らす取り組みをみん
なでやっていきたいな。

【単元の振り返り】（期待する姿）

ごみを減らすことは難しいが、ごみの減量に向けて様々な人が様々な努力や工夫をしていることが分かった。ごみから、私たちの生活に役立つものが作れることが分かった。調べ
学習をしたり、人に聞いたりして、上手くいかないこともあったけど、みんなで協力して取り組むことができた。この活動を少しでも多くの人に広げていきたい。ごみを減らすために自
分にできることをやっていきたい。

小
単
元
３

【小単元２のめあて】油を変身させてオリジナル石けんを作ろう

小
単
元
２

【小単元３のめあて】オリジナル石けんと一緒にちらしをつくり、ごみを減らす取り組みを広めよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】４の２ごみ減量プロジェクトを実行しよう

15ｈ

20ｈ

25ｈ

【情報の収集】

・インターネットや本で石けんの
つくり方や材料について情報を
収集する。

・石けんづくりをしている人に作り
方を聞く。（ＧＴとして招く。）

【まとめ・表現】

石けんのつくり方をも
とに石けんの成形・乾
燥をする。

【まとめ・表現】

・石けんと一緒に、石け
んのおすすめおポイント
やごみを減らす呼びか
けを書いて渡す。（保護
者など）

【情報の収集】

・ごみの量を毎日計り、どん
なごみが多いか調査する。

・３Ｒをヒントにごみを減らす
方法を考える。

【整理・分析】

・取り組みから減らせる
ごみと減らせないごみを
整理する。

・リデュースやリユースの
方法を試し，計量を続け
る。

【まとめ・表現】

・リデュースとリユース
のメリットとデメリットを
考える。

・継続して取り組むた
めの方法をまとめる。

【課題の設定】

・学校給食でごみが多く出ることを知
り、その中の油の処理方法について
考える。
◆油の使い道はあるのかな。

【課題の設定】

社会の学習でごみの問題からごみを減ら
す取り組みを考え、実際にごみを減らすこ
とができるかやってみる。

◆クラスのごみを減らす取り組みをしよ
う！

【振り返り・知の更新】

◆一人一人が気をつけなければ、ごみは減ら
ない。継続して取り組むことが大切。小学校
では他にどんなごみが多いのかな。学校給食
では毎日ごみをどうしているのかな。

ごみダイエット大作戦！ ～オリジナル石けんといっしょにごみを減らす取り組みを広げよう～

探究的な見方、考え方を働かせ、ごみの減量に向けて、再利用する活動を通して、限りある資源や身の回りの物を大切にしようとすることができる。

探究課題： 身近な環境問題からものづくりの面白さや工夫，生活の発展について考える

国語科との関連

国語科との関連

社会科との関連

社会科との関連
社会科との関連

国語科との関連

国語科との関連

国語科との関連



単元のねらい： 探究的な見方、考え方を働かせ、ごみの減量に向けて、再利用する活動を通して、限りある資源や身の回りの物を大切にしようとすることができる。

【限りある資源や身の回りのものを大切にしようとする態度】

意識すればごみが減る。日常で使っているもので，鉛筆や消しゴム，
紙など，長く使えるものがあるから，最後まで使うように意識していき
たい。

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）

【限りある資源や身の回りのものを大切
にしようとする態度】

ずっと毎日わりばし，マスクを使い捨てて
いたが，ごみになってしまうので，マイは
し，マイマスクで繰り返し使うことを心が
けた。ごみを減らすことは自分たちにもで
きる。自分の家でも続けたい。

【限りある資源や身の回りのものを大切にしようとする態度】

最初は，自分が減らさなくても他の人が減らすからいいやと
思っていた。でもなかなかごみが減らなかった。減らすこと
は大変なこと。みんなで協力してごみを減らすことが大切。
ごみをすてるときは，本当につかえないか考えていきたい。

【限りある資源や身の回りの
ものを大切にしようとする態
度】※再利用

ごみになると思っていたもの
も資源にかえ再利用すること
ができることが分かった。す
ぐ捨てるのではなく，再利用
できないか考えて，くり返し
使ったり，分別したりしていき

たい。

【限りある資源や身
の回りのものを大切
にしようとする態度】
※再使用

ごみだと思っていた
ものが工夫すれば
繰り返し使えた。折
り紙やガムテープ等
材料を使いすぎてご
みが出てしまったの
で，使いすぎないこ
とも大切なことが分

かった。



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： ごみダイエット大作戦！ ～オリジナル石けんといっしょにごみを減らす取り組みを広げよう～（小学校第４学年：７０時間）

時期 ５月～７月 ９月～１１月 １２月～３月

探究の過程 ４の２ごみ減量プロジェクトを実行しよう
（２５時間）

油を変身させて
オリジナル石けんを作ろう

（２５時間）

オリジナル石けんとともにごみを減らす取り
組みを広めよう
（２０時間）

課題設定 【体験活動】

・社会の学習でごみの問題からごみを減らす取り
組みを考え、実際にごみを減らすことができるか
やってみる。
【課題の設定】
◆クラスのごみを減らす取り組みをしよう！
◆ごみを減らすことはできるかな。

【課題の設定】

・学校給食でごみが多く出ることを知り、その中
の油の処理方法について考える。

◆油の使い道はあるのかな？

【課題の設定】

・自分たちが作った石けんをみんなに使ってもら
うためによさを調べる。

◆どんな石けんだったらみんなが使いたくなるか
な？
◆お家の人等に使ってもらって感想を聞こう。

情報収集 ・ごみの量を毎日計り、どんなごみが多いか調査
する。

・本や社会で学習した３Ｒをヒントに自分たちにで
きそうなごみを減らす方法を考える。

・インターネットや本で油の使い道を調べ，自分
たちにできそうな情報を収集する。
・石けんづくりをしている人に作り方を聞く。

・インターネットで、油で作った石けんの使い道を
調べる。
・実際に使ってみて，使い心地をためす。
・アンケート調査をまとめる。

整理分析 ・考えた方法を試し，どの方法が有効か分析する。 ・調べて分かったことを出し合い，自分たちにでき
る方法を整理する。

◆調べて分かった石けんのおすすめポイントを
整理する。

◆石けんと一緒にごみを減らす呼びかけもでき
そう。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】

・リデュースとリユースのメリットとデメリットを考
える。
・継続して取り組むための方法をまとめる。
【振り返り・知の更新】

◆一人一人が気をつけなければ、ごみは減らな
い。継続して取り組むことが大切。小学校では他
にどんなごみが多いのかな。学校給食では毎日
ごみをどうしているのかな。

【まとめ・表現】

・調べた方法をもとに，石けんの成形・乾燥をす
る。
【振り返り・知の更新】

・石けんはできたけど，みんなに使ってもらいた
いな。

・使いたくなる石けんにするにはどうしたらいいか
な。
・どうやって取り組みを広めようかな。

【まとめ・表現】
・みんなで作成し、お家の方等に渡す。

【振り返り・知の更新】

不要なものだと思っていたものでも、石けんを作
ることができた。どんなものでも大切にすることが
大事である。このままごみを減らす取り組みを続
けていきたい。また、みんなににごみを減らす取
り組みを広げていきたい。

【国語】「命をつなぐレッドデータ
ブックを作ろう」（読む）

・目的を意識して，中心となる語や
分を見つけて要約すること（思・読
ウ）

【国語】「学級の問題につ
いて話し合おう」（話す・聞
く）

・目的を意識して，日常生
活の中から話題を決め，
集めた材料を比較したり
分類したりして，伝えあう
ために必要な事柄を選ぶ
こと。（思・話聞ア）

・相手に伝わるように，理
由や事例などを挙げなが
ら，ア話の中心が明確に
なるよう話の構成を考える
こと。
（思・話聞イ）

【国語】「学級新聞を作ろう」（書く）

・書く内容の中心を明確にし，内容のまとま
りで段落をつくったり，段落相互の関係に
注意したりして，文章の構成を考えること
（思・書イ）

「考えるための技法」の活用

【社会】「ごみのしまつと活
用」(４年・既習)
・これまでの学習を振り返
り，ごみの処理が，人々の
生活の向上と環境を守る
ために必要なことや自分
にできることを考え，表現
している。（社会的な思
考・判断・表現）



４年３組

植物大変身プロジェクト
～おうちの人に「ありがとうBOX」をプレゼントしよう～



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第４学年３組】

単元のねらい：

単元のめあて：

【情報収集】

・本や身近な人への取材などからへちま・
ひょうたん・わたの栽培方法(土・肥料・は
たけ）などについて情報を収集する。

【整理・分析】

・栽培に必要な情報を植物園
マップや植物メモに整理し，適し
た畑や栽培方法を分析する。

【まとめ・表現】

・植物園マップや植物メモをも
とに，植物園（畑）を作る。

【整理・分析】

・調べて分かったこと
を，植物メモに整理す
る。

【振り返り・知の更新】

・無事に収穫出来てよかった。今までは，３種類
とも同じ方法で栽培できたけど，これから変身さ
せていくときにも同じ方法でできるのかな？

【課題の設定】
◆それぞれの実でどんなものが作
れるのかな？

【情報の収集】

・本や身近な人への取材でどんなもの
が作れるのか調べる。

・実際に作ったことのある人へのイン
タビューなどを通して，作り方を知る。

【整理・分析】
・へちま→たわし
・ひょうたん→楽器
・わた→コースター
それぞれの作り方を整理す
る。

【振り返り・知の更新】

・苦労したけど収穫した実
を使って記念に残る品物
ができた。お家の人たちに
プレゼントしたいな。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・分からないことはとことん調べたりいろんな人に聞いたりして解決してきた。何回も失敗して苦労したけど，そのたびにみんなで原因をさぐって改善し，協力してうまくできた時や，物が完成し
た時，家の人が喜んでくれた時にはとてもうれしかった。自分たちでできたという達成感があった。助けてくれた人たちに感謝の気持ちを伝えたい。 など

小
単
元
３

【小単元２のめあて】へちま・ひょうたん・わたの実を収穫しよう【収穫編】
小
単
元
２

【小単元３のめあて】収穫した実を変身させよう【ものづくり編】

小
単
元
１

【小単元１のめあて】へちま・ひょうたん・わたを育てよう【はたけ・栽培編】

25ｈ

10ｈ

30ｈ

【課題の設定】

・自分たちの育てた植物の実を収
穫しよう。
◆それぞれの実で収穫の方法は
違うのかな？

【情報の収集】
・本や身近な人への取材で収穫の方法を調
べる。

・はたけ作りの経験を活かし，保護者や大学
職員をＧＴとして招き，作り方を聞く。

【まとめ・表現】

・植物メモをもと
に３種類の植物
を収穫する。

【まとめ・表現】

・調べたことをもとに，もの
づくりをする。

・３種類の謎の種を調べる事で植物には観賞したり
食べたりする以外にも他のものに作り替えることが
できることが分かる。
【課題の設定】
◆この種を蒔いて育てたい！
◆収穫したら，一生残るものに変身させたい！

【振り返り・知の更新】

◆大きな畑を作るのには時間
も力も必要。自分たちのでき
ることはすべてやったけど，
自分たちだけではできない。
誰か協力してくれる人はいな
いかな？

植物大変身プロジェクト ～おうちの人に「ありがとうBOX」をプレゼントしよう～

探究的な見方・考え方を働かせ，植物を栽培して製品にすることを通して，ものづくりの面白さや難しさを体感し，友だちや地域の方などと関わり合い
ながら人々の生活の工夫や発展に気付くことができるようにする。

探究課題： ものづくりの面白さや工夫，自然の不思議さとものづくりに携わる人々の技術や思い

小
単
元
４

5ｈ

【小単元４のめあて】世界でたった一つの「ありがとうBOX」プレゼント会を開こう。

【課題の設定】

・自分たちが作った「ありがとう
BOX」プレゼント会を開く。
◆どんな会がいいかな？

◆どうすれば思い出に残るプレゼ
ント会になるかな？

【情報の収集】

・どんな会にすると喜ばれ
るか調査する。

【整理・分析】

◆このプレゼントができる
までの苦労を知らせると感
動してくれるかも。

【まとめ・表現】

・みんなで練習して二分
の一成人式で発表する。

【振り返り・知の更新】

・二分の一成人式での発表で，自分た
ちが頑張ってきたことを紹介することが
できた。次は，家族外の人たちの役に
立てることを考えていきたいな。

国語科との関連

国語科との関連

理科との関連

理科との関連

図工との関連

国語科との関連 国語科との関連

国語科との関連

図工との関連



【友だちや地域の方などとの関わり合い】

「ダメだ。」と思っていたけど，他の人に手伝っ
てもらったりするとあきらめずにできた。

自分だけで考えるのではなく，他の人に手
伝ってもらい，新しいことを学んできた。

【友だちとの関わり合い】

大変なことをするためには仲間とか
支えてくれる人が必要だと思った。

単元のねらい：
探究的な見方・考え方を働かせ，植物を栽培して製品にすることを通して，ものづくりの面白さや難しさを体感し，友だちや地域の方などと関わり合いな
がら人々の生活の工夫や発展に気付くことができるようにする。

【ものづくりの面白さや難しさ】
次に進んでもまた課題…の繰り返しがあったけど，み
んなで協力すればできることが分かりました。
（※試行錯誤を繰り返し，ものづくりの本質に迫る姿）

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）

【ものづくりの面白さや難しさ】
糸つむぎが1番大変だった。全然つむげないし，
太くなったりしたから一年間やってきて，何でも
簡単にいかないということが分かった。
（※ものづくりの難しさを体感）

【人々の生活の工夫や発展】
最初に比べたら大分つむげるようになった。
こつをつかめたらよくできるようになった。

（※先人の大変さや工夫に気付きはじめた姿）



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： 植物大変身プロジェクト ～おうちの人に「ありがとうBOX」をプレゼントしよう～（小学校第４学年：７０時間）

時期 ５月～７月 ９月～１０月 １１月～１２月 １月～３月

探究の
過程

へちま・ひょうたん・わたを
育てよう

【はたけ・栽培編】
（２５時間）

へちま・ひょうたん・わたの実を
収穫しよう
【収穫編】
（１０時間）

収穫した実を
変身させよう
【ものづくり編】
（３０時間）

世界でたった一つの
「ありがとうBOXプレゼント会」を

ひらこう
（５時間）

課題設定 ・３種類の謎の種を調べる事で
植物には観賞したり食べたりす
る以外にも他のものに作り替え
ることができることが分かる。
【課題の設定】
◆この種を蒔いて育てたい！

◆収穫したら，一生残るものに
変身させたい！

【課題の設定】

・自分たちの育てた植物の実を収穫
しよう。
◆それぞれの実で収穫の方法は
違うのかな？

【課題の設定】
◆それぞれの実でどんなものが作
れるのかな？

【課題の設定】
・自分たちが作った「ありがとうBOX」プ
レゼント会を開く。
◆どんな会がいいかな？

◆どうすれば思い出に残るプレゼント
会になるかな？

情報収集 ・本や身近な人への取材など
からへちま・ひょうたん・わたの
栽培方法(土・肥料・はたけ）な
どについて情報を収集する。

・本や身近な人への取材で収穫の
方法を調べる。

・はたけ作りの経験を活かし，保護
者や大学職員をＧＴとして招き，作り
方を聞く。

・本や身近な人への取材でどんなものが
作れるのか調べる。

・実際に作ったことのある人へのインタ
ビューなどを通して，作り方を知る。

・どんな会にすると喜ばれるか調査す
る。

整理分析 ・栽培に必要な情報を植物園
マップや植物メモに整理し，適
した畑や栽培方法を分析する。

・調べて分かったことを，植物メモに
整理する。

・へちま→たわし
・ひょうたん→楽器
・わた→コースター
それぞれの作り方を整理する。

◆わたはコースターにする前に糸紡ぎを
しないといけない！
◆紡いだ糸に色をつけたいな。

◆このプレゼントができるまでの苦労を
知らせると感動してくれるかも。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】

・植物園マップや植物メモをもと
に，植物園（畑）を作る。
【振り返り・知の更新】

◆大きな畑を作るのには時間
も力も必要。自分たちのできる
ことはすべてやったけど，自分
たちだけではできない。誰か協
力してくれる人はいないかな？

【まとめ・表現】

・植物メモをもとに３種類の植物を収
穫する。
【振り返り・知の更新】

◆無事に収穫出来てよかった。今ま
では，３種類とも同じ方法で栽培で
きたけど，これから変身させていくと
きにも同じ方法でできるのかな？

【まとめ・表現】
・調べたことをもとに，ものづくりをする。
【振り返り・知の更新】

・苦労したけど収穫した実を使って記念に
残る品物ができた。お家の人たちにプレ
ゼントしたいな。

【まとめ・表現】

・みんなで練習して二分の一成人式で
発表する。
【振り返り・知の更新】

・二分の一成人式での発表で，自分た
ちが頑張ってきたことを紹介することが
できた。次は，家族外の人たちの役に
立てることを考えていきたいな。

【国語】「4年3組レッドデータブック
を作ろう」（読む）

・目的を意識して，中心となる語や
分を見つけて要約すること（思・読
ウ）

【図工】「色・形いい感じ」（3年既習）
・自分の色で試し表しながら，思いに合
う表し方を工夫する。（技）

【国語】「学級の問題につ
いて話し合おう」（話す・聞
く）

・目的を意識して，日常生
活の中から話題を決め，
集めた材料を比較したり
分類したりして，伝えあう
ために必要な事柄を選ぶ
こと。（思・話聞ア）

・相手に伝わるように，理
由や事例などを挙げなが
ら，ア話の中心が明確に
なるよう話の構成を考える
こと。
（思・話聞イ）

【国語】「学級新聞を作ろう」（書く）

・書く内容の中心を明確にし，内容のまとま
りで段落をつくったり，段落相互の関係に
注意したりして，文章の構成を考えること
（思・書イ） 「考えるための技法」の活用

【理科】「身近な植物の様
子」

・植物の生長について興
味・関心を持って追及する
活動を通して，植物の成
長を季節と関係づける能
力を育てるとともに，それ
らについて理解を図り，植
物の成長と環境との関わ
りについて見方や考え方
をもつことができるように
する。（関・意・態）（思・
表）



４年３組
（平成29年度）

世界でたった一つの

土笛プロジェクト
～運動場の土から世界でたった一つの土笛を作ろう～



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第４学年3組】

単元のねらい：

単元のめあて：

【情報収集】

・インターネットや本，身近な人への取材な
どから土笛の作り方や材料について情報
を収集する。

【整理・分析】

・土笛を作るための粘土に必要
な情報を土マップや粘土レシピ
に整理し，適した土や工程を分
析する。

【まとめ・表現】

・土マップや粘土レシピをもと
に，土笛を作るための粘土を
作る。

【整理・分析】

・調べて分かったこと
を，土笛レシピに整理
する。

【振り返り・知の更新】

・土笛はできたけど，音がきれいに鳴らない。音
の出し方はどうするのかな？

・みんなの音がバラバラ。これで，演奏ができる
のかな？音をそろえることができるのかな？

【課題の設定】

◆土笛できれいな音を出すにはど
うすればいいのかな？
◆土笛で音階は作れるのかな？

【情報の収集】
・本や映像から音の出し方を研究する。

・音がきれいに出ている友だちにコツ
を聞く。

【整理・分析】

◆息を入れる角度や穴のふ
さぎ方で音が変わるみたい。

◆音階を調べる方法はある
のかな？

【振り返り・知の更新】

・苦労したけど音がきれい
に出せるようになった。今
度は，演奏会をしてお家
の人たちに聞かせたいな。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・分からないことはとことん調べたりいろんな人に聞いたりして解決してきた。何回も失敗して苦労したけど，そのたびにみんなで原因をさぐって改善し，協力してうまくできた時や，演奏会でた
くさんの人たちに聞いてもらったときにはとてもうれしかった。自分たちでできたという達成感があった。助けてくれた人たちに感謝の気持ちを伝えたい。 など

小
単
元
３

【小単元２のめあて】世界でたった一つの土笛を作ろう【土笛編】
小
単
元
２

【小単元３のめあて】世界でたった一つの土笛を作ろう【音編】

小
単
元
１

【小単元１のめあて】世界でたった一つの土笛を作ろう【粘土編】

25ｈ

10ｈ

20ｈ

【課題の設定】

・自分たちが作った粘土で土笛を
作る。
◆土笛はどうやって作るのかな？

【情報の収集】
・インターネットや本で成形の方法を調べる。

・粘土作りの経験を活かし，大学職員や歴
史資料館職員をＧＴとして招き，作り方を聞く。

【まとめ・表現】

・土笛レシピを
もとに土笛の成
形・乾燥をする。

【まとめ・表現】

・身近な楽器を使って近い
音をさがそう。
・100％正確にするための
方法にチューニングがある。

【体験活動】

・ピカピカどろだんご選手権の楽しい体験から，土に
は違いがあることが分かる。
【課題の設定】
◆土でもっと何かやりたい！
◆土で作れるものはあるのかな？

【振り返り・知の更新】

◆調べた通りに粘土を作って
みたけど,土や水の量など分
からないことも多くて自己流
になっていることが分かった。
専門家に聞いてみたいな。

音楽との関連

世界でたった一つの土笛プロジェクト ～運動場の土から世界でたった一つの土笛を作ろう～

図工との関連

探究的な見方・考え方を働かせ，土笛を作ったり，演奏したりする活動を通して，ものづくりの面白さや難しさを体感し，友だちや地域の方などと関わり
合いながら互いの良さを生かすことができるようにする。

探究課題： ものづくりの面白さや工夫，自然の不思議さとものづくりに携わる人々の技術や思い

小
単
元
４

15ｈ

【小単元４のめあて】世界でたった一つの土笛演奏会をひらこう。

【課題の設定】

・自分たちが作った土笛で演奏会
を開く。
◆どんな曲がいいかな？

◆どうすれば思い出に残る演奏会
になるかな？

【情報の収集】
・演奏できそうな曲を探す。

【整理・分析】

◆チキチキバンバンはよく
知っているし，全校のみんな
にもなじみの曲だから，演奏
したい！
◆ほかの曲もできそう。

音楽との関連

【まとめ・表現】

・みんなで練習して二分
の一成人式で発表する。

【振り返り・知の更新】

・二分の一成人式での演奏で，自分た
ちが頑張ってきたことを紹介することが
できた。次は，全校のみんなや先生たち
にも聞かせたいな。

図工との関連

音楽との関連

国語科との関連

国語科との関連



【互いの良さを生かす】
みんなで協力するとこんなことができるんだ！
一人ひとりの音が重なってしかできない。

これは自分一人ではできない。

【互いの良さを生かす】
相手の気持ちになれる。

単元のねらい：
探究的な見方・考え方を働かせ，土笛を作ったり，演奏したりする活動を通して，ものづくりの面白さや難しさを体感し，友だちや地域の方などと関わり
合いながら互いの良さを生かすことができるようにする。

【ものづくりの面白さや難しさ】
失敗は原因を探って，改善すればできると
分かった。立ち止まらずどこまでも改善。

【ものづくりの面白さや難しさ】

失敗したら検討して失敗した原因をさぐりもう一回作る。それでも失敗したら，
もう一回繰り返す。まだまだやることがいっぱいありそうな予感

（※試行錯誤を繰り返し，ものづくりの本質に迫る姿）

【ものづくりの面白さや難しさ】
土笛作りでこれからすること。
これからもがんばるぞ！！
（※次々に試したいことが浮かび意欲的な姿）

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： 世界でたった一つの土笛プロジェクト（小学校第４学年：７０時間）

時期 ５月～７月 ９月～１０月 １１月～１２月 １月～３月

探究の
過程

世界でたった一つの
土笛をつくろう
【粘土編】
（２５時間）

世界でたった一つの
土笛をつくろう
【土笛編】
（１０時間）

世界でたった一つの
土笛をつくろう
【音編】
（２０時間）

世界でたった一つの
土笛演奏会をひらこう

（１５時間）

課題設定 【体験活動】

・ピカピカどろだんご選手権の
楽しい体験から，土には違いが
あることが分かる。
【課題の設定】
◆土でもっと何かやりたい！

◆土で作れるものはあるのか
な？

【課題の設定】

・自分たちが作った粘土で土笛を作
る。
◆土笛はどうやって作るのかな？

【課題の設定】

◆土笛できれいな音を出すにはどうすれ
ばいいのかな？
◆土笛で音階は作れるのかな？

【課題の設定】
・自分たちが作った土笛で演奏会を開く。
◆どんな曲がいいかな？

◆どうすれば思い出に残る演奏会にな
るかな？

情報収集 ・インターネットや本，身近な人
への取材などから土笛の作り
方や材料について情報を収集
する。

・インターネットや本で成形の方法を
調べる。

・粘土作りの経験を活かし，大学職
員や歴史資料館職員をＧＴとして招
き，作り方を聞く。

・本や映像から音の出し方を研究する。

・音がきれいに出ている友だちにコツを聞
く。

・演奏できそうな曲を探す。

整理分析 ・土笛を作るための粘土に必要
な情報を土マップや粘土レシピ
に整理し，適した土や工程を分
析する。

・調べて分かったことを，土笛レシピ
に整理する。

◆息を入れる角度や穴のふさぎ方で音が
変わるみたい。
◆音階を調べる方法はあるのかな？

◆チキチキバンバンはよく知っているし，
全校のみんなにもなじみの曲だから，
演奏したい！
◆ほかの曲もできそう。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】

・土マップや粘土レシピをもとに，
土笛を作るための粘土を作る。
【振り返り・知の更新】

◆調べた通りに粘土を作って
みたけど,土や水の量など分か
らないことも多くて自己流に
なっていることが分かった。専
門家に聞いてみたいな。

【まとめ・表現】

・土笛レシピをもとに土笛の成形・乾
燥をする。
【振り返り・知の更新】

・土笛はできたけど，音がきれいに
鳴らない。音の出し方はどうするの
かな？

・みんなの音がバラバラ。これで，演
奏ができるのかな？音をそろえるこ
とができるのかな？

【まとめ・表現】
・身近な楽器を使って近い音をさがそう。
・100％正確にするための方法にチューニ
ングがある。
【振り返り・知の更新】

・苦労したけど音がきれいに出せるように
なった。今度は，演奏会をしてお家の人
たちに聞かせたいな。

【まとめ・表現】

・みんなで練習して二分の一成人式で
発表する。
【振り返り・知の更新】

・二分の一成人式での演奏で，自分た
ちが頑張ってきたことを紹介することが
できた。次は，全校のみんなや先生た
ちにも聞かせたいな。

【国語】「命をつなぐレッドデータ
ブックを作ろう」（読む）

・目的を意識して，中心となる語や
分を見つけて要約すること（思・読
ウ）

【音楽】「拍の流れにのってリズ
ムを感じ取ろう」（３年・既習）

・音楽を形づくっている要素及
びそれらに関わる音符，休符，
記号や用語について理解する
こと。（共通事項・知）

【国語】「学級の問題につ
いて話し合おう」（話す・聞
く）

・目的を意識して，日常生
活の中から話題を決め，
集めた材料を比較したり
分類したりして，伝えあう
ために必要な事柄を選ぶ
こと。（思・話聞ア）

・相手に伝わるように，理
由や事例などを挙げなが
ら，ア話の中心が明確に
なるよう話の構成を考える
こと。
（思・話聞イ）

【国語】「学級新聞を作ろう」（書く）

・書く内容の中心を明確にし，内容のまとま
りで段落をつくったり，段落相互の関係に
注意したりして，文章の構成を考えること
（思・書イ）

「考えるための技法」の活用

【図工】「すなや土となかよ
し」(１年・既習)
・身近な自然物の形や色
などを基に造形的な活動
を思いつくことや，感覚や
気持ちを生かしながら，ど
のように活動するかにつ
いて考える。（思・判・表）

【図工】「立ち上がれ粘土」

・対象や事象を捉える造形
的な視点について自分の
感覚や行為を通して分か
るとともに，手や体全体を
十分に働かせ材料や用具
を使い，表し方などを工夫
して，創造的につくったり
表したりすることができる
ようにする。（知・技）

・材料や用具を適切に扱う
とともに，前学年までの材
料や用具についての経験
を生かし，組み合わせたり，
切ったり，つないだり，形を
変えたりするなどして，工
夫して作ること（技）



５年１組

土を使って，自然に関わる焼き物を制作し，
それを使って大分のよさをアピールしよう！



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第５学年１組】

単元のねら
い：

単元のめあ
て：

【情報の収集】

・大分の自然をＰＲできる焼き物にする
ためには，どのようなデザインにすれば
良いか，情報を集めながら考える。

【整理・分析】

・全員で評価シートを使って試
作品を見合い，学級総合の方
向性をしぼっていくために各項
目の平均値を求める。

【まとめ・表現】

・評価シートで集計した平均
値を参考に方向性を決定し，
改めてデザインを確認する。

【整理・分析】

・調べて分かったことをもとに，
どのように焼けばよいのか，そ
の方法について整理する。

【振り返り・知の更新】
◆七輪を使って焼いてみたが，今ひ
とつ仕上がりがきれいじゃないな・・・。
どうすればもっときれいな焼き物にな
るのかな？

【単元の振り返り】（期待する姿）
・分からないことはとことん調べたり，人に聞いたりして解決できた。何回も失敗して苦労したけど，その度にみんなで原因を探って改善したり，協力したりして，うまくできたときは嬉しかった。自分たちでできた達成感も感じたし，助けてくれた人たちに感謝の気持ちを伝えていきたい。

【小単元２のめあて】 焼き物について調べ，試作品を焼いてみよう
小
単
元
２

小
単
元
１

【小単元１のめあて】 ５年１組の総合のテーマと方向性を決めよう

10
ｈ

15
h

【課題の設定】

・決定した大分をＰＲするための試作品を，
よりしっかりとした物にするための焼き物に
ついて，その方法について課題意識をもつ。

【情報の収集】

・土（粘土）の焼き方について，
図書やインターネットで調べる。

【まとめ・表現】

・調べたことをもとに，必要な
道具を準備し，七輪を使って
試作品を焼いてみる。

【課題の設定】

・４年生で経験してきたことや学びを生かし
な

がら取り組むことのできる学級総合のテー
マを考える。

【振り返り・知の更新】
◆学級で進むべきテーマと方向
性が決まった。いよいよ大分をＰ
Ｒするための焼き物作りを開始し
ていくけど，焼き物ってどうする
のかな？

土を使って，自然に関わる焼き物を制作し，それを使って大分のよさをアピールしよう！

探求的な見方・考え方を働かせ，焼き物の制作や発信の際に必要な情報を集めたり，情報を比較して考えたりして，焼き物を作って配布したりする
活動を通して，ものづくりの楽しさや地域の自然のよさへの気づきを高めることができるようにする。

探究課題： ものづくりの面白さや工夫，自然の不思議さとものづくり，観光に携わる人々の技術や思い

【整理・分析】

・釉薬について調べたことをもと
に，自分たちでできることについ
て，集めた情報を整理・分析す
る。

【振り返り・知の更新】
◆「釉薬」をつけて焼いてみると，仕
上がりがきれいになったぞ！でも，
もっときれいにするには・・・？そして，
どのようにして発信しよう・・・。

【小単元３のめあて】 焼き物を美しく仕上げる方法について調べ，よりよく焼いてみよう
小
単
元
３

15
ｈ

【課題の設定】

・どのように焼けば美しい焼き物になるかを
追究することについて，課題意識をもつ。

【情報の収集】

・どのように焼けばよいか，図
書やインターネットで調べる。

・ゲストティーチャーを招聘し，
「釉薬」について知る。

【まとめ・表現】

・調べたことをもとに，必要な
道具を準備し，七輪を使って
試作品を焼いてみる。

【整理・分析】

・集めた情報のうち，どのように
発信すれば効果的に目的を達
成できるかを考え，整理する。

【振り返り・知の更新】
◆ある程度発信することができたけど，
アンケートからまだ課題が見つかった。
さらに課題を解決しいてきたいな。

【小単元４のめあて】 一定の形にできた焼き物を，広く発信して大分をＰＲしよう
小
単
元
４

15
ｈ

【課題の設定】

・一定の形にできた焼き物を，どのようにし
て発信するか，また，さらによりよい焼き物
にする方法についての課題意識をもつ。

【情報の収集】

・学級の目的を達成するため
の発信方法をどのようにすれ
ばよいか調べる。

【まとめ・表現】

・大分駅で作品を販売したり，
ステージで演奏したりする。
また，アンケートをもとに，こ
れまでの活動をまとめる。

【整理・分析】

・集めた情報のうち，どのように
発信すればより効果的に目的を
達成できるかを考え，整理する。

【振り返り・知の更新】
◆いろいろな場所で作品を販売でき
たり，演奏会を開いたりして，大分の
よさをアピールできた。まだ他の方法
で大分の良さを発信していきたいな。

【小単元５のめあて】 これまでの活動を生かして，焼き物をより効果的に，より広く発信しよう
小
単
元
５

15
ｈ

【課題の設定】

・焼き物を発信できたが，焼き物の質的にも
発信方法にも課題が残ったことから，より良
く，より広く発信できる方法について課題意
識をもつ

【情報の収集】

・より良い焼き物や，より広く
発信できる方法について調べ
る。

【まとめ・表現】

・大分駅等で作品を販売した
り，ステージで演奏したりして，
これまでの活動をまとめる。

国語科との関連
図工との関連

算数科との関連 国語科との関連

図工との関連

国語科との関連

社会科との関連

社会科との関連

国語科との関連国語科との関連

図工との関連

社会科との関連



単元のねらい：
探求的な見方・考え方を働かせ，焼き物を作って販売したり，演奏したりする活動を通して，ものづくりの楽しさを体感し，地域の自然のよさに気付くとともに，焼き物の制作や発信の際に必要な情報を集
めたり，情報を比較して考えたりして，探求の過程に応じた技能を身に付ける。

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）

【ものづくりの楽しさ】

失敗を繰り返す中で，満足する試作品を完成することができた喜び
を体感し，さらなる意欲が高める。

【情報を比較して考える】

どうしたら，割れずに焼けることができるのか，インターネットの情報と，
専門家に聞いた情報を比べる。

【ものづくりの楽しさ】

よりよい焼き物を目指して，うまくいかなかった原因をさぐりもう一回作る。試作を繰り返しながら，より
よいアイデアを考えたい意欲

【焼き物を使って販売】
販売・配付の補助となる，
「説明書」の構想を練る。



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： 土を使って，自然に関わる焼き物を制作し，それを使って大分のよさをアピールしよう！（小学校第５学年：７０時間）

時期 ４月～５月 ６月～９月 １０月～１２月 １月～３月

探究の過
程

焼き物について調べ，試作品を焼
いてみよう
（１５時間）

焼き物を美しく仕上げる方法について調べ，
よりよく焼いてみよう

（２０時間）

一定の形にできた焼き物を，広く発信して
大分をＰＲしよう
（２０時間）

これまでの活動を生かして，焼き物をより効果
的に，より広く発信しよう

（１５時間）

課題設定 ・４年生で経験してきたことや学びを生か
しながら取り組むことのできる学級総合の
テーマを考える

・決定した大分をＰＲするための試作品を，
よりしっかりとした物にするための焼き物
について，その方法について課題意識を
もつ。

・どのように焼けば美しい焼き物になるかを追究す
ることについて，課題意識をもつ。

・一定の形にできた焼き物を，どのようにして発信
するか，また，さらによりよい焼き物にする方法に
ついての課題意識をもつ。

・焼き物を発信できたが，焼き物の質的にも発信方法
にも課題が残ったことから，より良く，より広く発信でき
る方法について課題意識をもつ。

情報収集 ・大分の自然をＰＲできる焼き物にするた
めには，どのようなデザインにすれば良い
か，情報を集めながら考える。

・土（粘土）の焼き方について，図書やイン
ターネットで調べる。

・どのように焼けばよいか，図書やインターネットで
調べる。
・ゲストティーチャーを招聘し，「釉薬」について知る。

・学級の目的を達成するための発信方法をどのよ
うにすればよいか調べる。

・より良い焼き物や，より広く発信できる方法について
調べる。

整理分析 ・全員で評価シートを使って試作品を見合
い，学級総合の方向性をしぼっていくため
に各項目の平均値を求める。

・調べて分かったことをもとに，どのように
焼けばよいのか，その方法について整理
する。

・「釉薬」について調べたことをもとに，自分たちで
できることについて，集めた情報を整理・分析する。

・集めた情報のうち，どのように発信すれば効果的
に目的を達成できるかを考え，整理する。

・集めた情報のうち，どのように発信すればより効果的
に目的を達成できるかを考え，整理する。

まとめ
表現
振り返り

・評価シートで集計した平均値を参考に方
向性を決定し，改めてデザインを確認する。

・調べたことをもとに，必要な道具を準備し，
七輪を使って試作品を焼いてみる。

・調べたことをもとに，必要な道具を準備し，七輪を
使って試作品を焼いてみる。

・大分駅で作品を販売したり，ステージで演奏した
りする。また，アンケートをもとに，これまでの活動
をまとめる。

・大分駅等で作品を販売したり，ステージで演奏したり
して，これまでの活動をまとめる。

【算数】「平均」
・概括的に捉えることに着目し,測定した結果
を平均する方法について考察し，それを学習
や日常生活に生かすこと。（思考力，判断力，
表現力ア）

【図工】「心の形」

・絵や立体，工作に泡ラス活動を通して，表現方法に応じて材料や
用具を活用するとともに，全学年までの材料や用具などについて
の経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組
み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫
して表すこと。（Ａ表現２イ）

【社会】「情報化社会を生きる」

・情報を集め発信するまでの工夫
や努力などに着目して，放送，新聞
などの産業の様子を捉え，それら
の産業が国民生活に果たす役割を
考え，表現すること。

・情報の種類，情報の活用の仕方
などに着目して，産業における情報
活用の現状を捉え，情報を生かし
て発展する産業が国民生活に果た
す役割を考え，表現すること。

（思考力，判断力，表現力
イ）

【国語】「意見交換会をしよう」（話す・聞く）

・目的や意図に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝え合う
内容を検討すること。（思考力・判断力・表現力Ａア）
・資料を活用するなどして，自分の考えが伝わるように表現を工夫すること。（思考力・判断力・表現力Ａウ）

・話しての目的や自分が聞こうとする意図に応じて，話の内容を捉え，話し手の考えと比較しながら，自分の考
えをまとめること。（思考力・判断力・表現力Ａエ）

【国語】「四年生に五年生の活動の
報告をしよう」（書く）

・目的や意図に応じて，感じたこと
や考えたことなどから書くことを選び，
集めた材料を分類したり関係付け
たりして，伝えたいことを明確にする
こと。（思考力・判断力・表現力Ｂア）

・引用したり，図表やグラフなどを用
いたりして，自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫すること。（思
考力・判断力・表現力Ｂエ）



５年２組

大分に興味・関心をもってもらうために，
大分を食でPRしよう！



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第５学年２組】

単元のねらい：

単元のめあ
て：

【情報の収集】

・大分に興味・関心をもってもらうた
めには，大分のどのような食材を使
うことでＰＲできそうか，情報を集め
ながら考える。

【整理・分析】

・全員で評価シートを使って，
学級総合の方向性をしぼっ
ていくために扱う食材を集
約する。

【まとめ・表現】

・評価シートで集計した
データを参考に方向性を
決定し，改めて食材を確
認する。
◆カボス，食，大分をPR

【課題の設定】

・一度試作したカボス料理をさらに良く
するために，さらに調べたり，詳しい
人に聞いたりして，どこを改良すれば
よいか，課題意識をもつ。

【情報の収集】

・カボスのよりよい生かし方など，給食の
先生や，お家の人，知り合いの料理に詳
しい人などに聞いたり，さらに調べたりす
る。

【整理・分析】

・調べて分かったことをもとに，
どこを改良すればよいかにつ
いて整理する。

【振り返り】

◆詳しい人のアドバイスを
受けて，カボスの生かし方
がわかった。カボスに興味・
関心をもった。大分の食に
愛着をもった。

【単元の振り返り】（期待する姿）
カボスの風味や味をより生かすために，詳しい人に聞いたり，調べたりする中で，いくつかの方法や分量を比較しながら，より良いものを考えることができた。
カボスに興味・関心をもった。大分の食に愛着をもった。

小
単
元
４

小
単
元
２

【小単元４のめあて】 詳しい人にアドバイスをもらい，カボスのよりよい生かし方をふまえて，再度カボス料理を試作しよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】 ５年２組の総合のテーマと方向性を決めよう

10
ｈ

10
ｈ

25
ｈ

【まとめ・表現】

・研究してきたことをもとにカ
ボス料理を試作し，「カボスカ
フェ」をオープンし，お家の人
に試食してもらう。また，レシ
ピをインターネットで発信する。

【課題の設定】

・４年生で経験してきたことや学びを
生かしながら取り組むことのできる学
級総合のテーマを考える。

【振り返り・知の更新】

◆学級で進むべきテーマと
方向性が決まった。いよい
よカボスを使った料理の研
究を開始していくけど，自分
たちだからこそと言える部分
を見つけたい。

大分に興味・関心をもってもらうために，大分を食でPRしよう！

探究的な見方・考え方を働かせ，大分の食材を使った料理を試作し，発信する活動を通して，大分の食への興味・関心を高めることができるようにす
る。

探究課題： 地域の食やその土地の良さ、地域の食に携わる人々の思いや願い

【小単元２のめあて】 カボスを使ってどんな料理ができそうか

【整理・分析】

・調べて分かったことをもとに，
何を準備すればよいのか，どの
ように調理すればよいのか，そ
の方法について整理する。

【振り返り・知の更新】
◆カボスを使った料理を作ってみた
が，今ひとつ・・・。どうすればもっとカ
ボスの魅力が引き出せるのかな？詳
しい人に聞いてみたい。

【課題の設定】

・決定した大分をＰＲするためのカボス料理
を，自分たちで試作するために，その方法に
ついて課題意識をもつ。

【情報の収集】

・料理の方法や分量について，
図書やインターネットで調べる。

【まとめ・表現】

・調べたことをもとに，必要な
食材や道具を準備し，調理し
てみる。

【小単元３のめあて】自分たちで調べて決めたカボス料理を試作しよう

25
ｈ

【整理・分析】

・調べて分かったことをもとに，
どのような料理が既に開発され
ていて，自分たちでアレンジでき
そうな部分はどういったところか
について整理する。

【振り返り・知の更新】
◆研究していくカボス料理が決まっ
た・・・。自分たちで試作していくため
には何を準備しなければいけないの
かな？

【課題の設定】

・カボスを使った料理を研究していきたいけ
ど，どのような料理が既に開発されていて，
自分たちでアレンジできそうな部分はどう
いったところか，課題意識をもつ。

【情報の収集】

・カボス料理の先行研究につ
いて，図書やインターネットで
調べる。

【まとめ・表現】

・研究していくカボス料理を
グループごとに紹介し合い，
評価し合い，決定する。

小
単
元
３

家庭科との関連

家庭科との関連

国語科との関連

社会科との関連

国語科との関連

国語科との関連

国語科との関連

国語科との関連

社会科との関連



【発信を通して，大分の食へ
の興味・関心を高める】

駅で食べてもらった時に，か
ぼすに合う料理をたくさん教
えてくれる方がいた。家でも
試してみたい。
（※次々に試したいことが浮か
び意欲的な姿）

単元のねらい： 探究的な見方・考え方を働かせ，大分の食材を使った料理を試作し，発信する活動を通して，大分の食への興味・関心を高めることができるようにする。

【試作を通して，大分の食への興味・関心を高める】

学校の先生や，お家の人たちに食べてもらって，大人の意見をもらおう。甘すぎる，
すっぱすぎる，かぼすの風味が消えて大分らしさがない等，失敗したら検討して失敗し
た原因をさぐりもう一回作る。分量を変えてみるとうまくいくのでは。

（※試行錯誤を繰り返し，より大分の食材が生かした料理を追究する姿）

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： 大分に興味・関心をもってもらうために，大分を食でPRしよう！（小学校第５学年：７０時間）

時期 ４月～５月 ６月～７月 ９月～１２月 １月～３月

探究の
過程

５年２組の総合のテーマと
方向性を決めよう

（１０時間）

カボスを使ってどんな料理がで
きそうか

（１０時間）

自分たちで調べて決めたカボス料
理を試作しよう

（２５時間）

詳しい人にアドバイスをもらい，カボ
スのよりよい生かし方をふまえて，再
度カボス料理を試作しよう （２５時間）

課題設定 ・４年生で経験してきたことや学
びを生かしながら取り組むことの
できる学級総合のテーマを考え
る。

・カボスを使った料理を研究していき
たいけど，どのような料理が既に開発
されていて，自分たちでアレンジでき
そうな部分はどういったところか，課題
意識をもつ。

・決定した大分をＰＲするためのカボス
料理を，自分たちで試作するために，そ
の方法について課題意識をもつ。

・一度試作したカボス料理をさらに良くする
ために，さらに調べたり，詳しい人に聞いた
りして，どこを改良すればよいか，課題意識
をもつ。

情報収集 ・大分に興味・関心をもってもらう
ためには，大分のどのような食材
を使うことでＰＲできそうか，情報
を集めながら考える。

・カボス料理の先行研究について，図
書やインターネットで調べる。

・料理の方法や分量について，図書や
インターネットで調べる。

・カボスのよりよい生かし方など，給食の先
生や，お家の人，知り合いの料理に詳しい
人などに聞いたり，さらに調べたりする。

整理分析 ・全員で評価シートを使って，学
級総合の方向性をしぼっていくた
めに扱う食材を集約する。

・調べて分かったことをもとに，どのよ
うな料理が既に開発されていて，自分
たちでアレンジできそうな部分はどう
いったところかについて整理する。

・調べて分かったことをもとに，何を準備
すればよいのか，どのように調理すれ
ばよいのか，その方法について整理す
る。

・調べて分かったことをもとに，どこを改良
すればよいかについて整理する。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】

・評価シートで集計したデータを
参考に方向性を決定し，改めて
食材を確認する。
◆カボス，食，大分をPR

【振り返り・知の更新】

◆学級で進むべきテーマと方向
性が決まった。いよいよカボスを
使った料理の研究を開始していく
けど，自分たちだからこそと言え
る部分を見つけたい。

【まとめ・表現】

・研究していくカボス料理をグループご
とに紹介し合い，評価し合い，決定す
る。

【振り返り・知の更新】

◆研究していくカボス料理が決まっ
た・・・。自分たちで試作していくために
は何を準備しなければいけないのか
な？

【まとめ・表現】

・調べたことをもとに，必要な食材や道
具を準備し，調理してみる。

【振り返り・知の更新】

◆カボスを使った料理を作ってみたが，
今ひとつ・・・。どうすればもっとカボスの
魅力が引き出せるのかな？詳しい人に
聞いてみたい。

【まとめ・表現】

・研究してきたことをもとにカボス料理を試
作し，「カボスカフェ」をオープンし，お家の
人に試食してもらう。また，レシピをインター
ネットで発信する。

【振り返り】

◆詳しい人のアドバイスを受けて，カボス
の生かし方がわかった。カボスに興味・関
心をもった。大分の食に愛着をもった。

【国語】「クラブ活動を紹介するポスターを作ろう」（書く）
・見出しや図表など様々な構成を理解し書いている。【伝国イ(キ)】

【家庭科】「はじめてみようクッキング」
・必要な材料や手順を考え調理計画を立てている。 （創・工）

・調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取り扱いができる。（技
能）

【国語】「学級の
問題について話
し合おう」（話す・
聞く）（既習）

・目的を意識して，
日常生活の中か
ら話題を決め，
集めた材料を比
較したり分類した
りして，伝えあう
ために必要な事
柄を選ぶこと。
（思・話聞ア）

・相手に伝わる
ように，理由や
事例などを挙げ
ながら，ア話の
中心が明確にな
るよう話の構成
を考えること。
（思・話聞イ）

「考えるための技法」の活
用

【社会】「地形や
気候を生かして」
(４年・既習)
・大分県の人々
が地形や気候の
特徴を生かして
特産物を作って
いることを考える
ことができるよう
にする。（思・判・
表）

【国語】「四年生に五年生の活動の報告をしよう」（書く）

・目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書
くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，
伝えたいことを明確にすること。（思考力・判断力・表現力
Ｂア）

・引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考
えが伝わるように書き表し方を工夫すること。（思考力・判
断力・表現力Ｂエ）



５年３組

大分県の米や野菜をPRしよう



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第５学年３組】

単元のねらい：

単元のめあて：

【情報の収集】

・インターネットや身近な人への
取材から，米や野菜を食べる人
が減ってきているという根拠や、
考えられる原因の資料を収集す
る。

【整理・分析】

・調べた資料（表やグラ
フ等）を分析し、食べる
人が減ってきていること
を確認する。

・ウェビングマップを使っ
て，考えられる原因を整
理し，分析する。

【まとめ・表現】

・分析した内容から，
大分の米や野菜を
食べる人を増やす
方法を考える。

【整理・分析】

・レシピを出し・試食アン
ケートの結果をベン図や
ＰＭＩシートを用いて整理
し、改善点を見つける。

・アドバイスをもらったこ
とをもとに、レシピを改善
する。

【振り返り・知の更新】
・テーマに沿った

◆もっと多くの人が食べた
くなるようなレシピにした
い。

◆他に工夫できることは
ないかな。

◆苦味を消す方法はない
かな。

【課題の設定】

・自分たちが作ったレシピをもと
に大分県の米や野菜をPRする
最善の方法を考える。

◆参観日に保護者に料理をふ
るまい、ＰＲする。

【情報の収集】

・実際にレシピを
置いているとこ
ろや，置くとよさ
そうなところを探
す。

【整理・分析】

・調べたことを整
理・分析し，提供
の仕方を定める。

【振り返り】

◆おいしいと言ってもら
えてうれしかった。おう
ちでも自分で作ってみ
たい。

◆さらにアイデアをも
らったので生かしたい。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・自分で作ってみると苦手な物でもおいしく食べられたから、今回作ったレシピを家でも作っていきたい。ゲストティーチャーの人からアドバイスをもらって、ずっと食べてきていた大分の名産
物でも、自分のまだ知らない生かし方があることを知った。レシピを広めるだけでなく、地産地消にこだわっている給食を一口でも多く食べたり、食材の選び方を変えたりするだけでも大分
の農家を支えることができるとわかった。今の自分にできることをもっと考えていきたい。食品ロスをなくしたい。など

小
単
元
３

【小単元２のめあて】 大分県が推薦する野菜を使った米が進むオリジナルレシピをつくる。

小
単
元
２

【小単元３のめあて】 オリジナルレシピをもとに，大分県の米や野菜をPRする。

小
単
元
１

【小単元１のめあて】 課題を知り，改善案を考える。

25
ｈ

10
ｈ

20
ｈ

【課題の設定】

・大分の野菜と米をＰＲするた
めに、どのようなレシピになれ
ばよいかを考える。
◆子どもと一緒に作れるレシピ
◆米と野菜を食べるレシピ
◆苦手な人も食べるレシピ
◆オリジナルのレシピ

【情報の収集】

・インターネットや身近な人への取材
から，テーマに合ったレシピを収集す
る。

・実際に作り、校内で試食アンケート
をとる。

・一回目の試食アンケートの分析結果
により出た困りから、ゲストティー
チャーを招き、アドバイスをもらう。

【まとめ・表現】

・調べたことをもと
に、試作品を作る。

・調べたことやアド
バイスされたことを
もとに、改善したレ
シピで試作品を作
る。

【まとめ・表現】
・実際に，レシピを置いたり，PTAでおうちの
人にふるまったりして，大分県の米や野菜
をPRする。
・これまでの活動をふりかえる。

◆「食」をテーマに，大分を活気づけたい。

◆米や野菜を食べる人が減ってきている
と聞いたことがあるけれど本当かな
【課題の設定】

◆米や野菜を食べる人が減ってきている
のは本当なのか。それは，なぜなのか。

【振り返り・知の更新】

◆野菜嫌いが原因という場合も
あるから克服するレシピを作れ
たらいいな。

◆子どもが食べるようなレシピを
おうちの人に提供したい。

◆子どもも一緒につくることがで
きるレシピを紹介したい。

大分県の米や野菜をPRしよう

探求的な見方・考え方を働かせ，オリジナルレシピを作ったり，広報活動をしたりする活動を通して，地産地消への意識を高めることができるようにする。

探究課題： 大分県の農業に関する課題点と，携わる人々の思いや願い

国語科との関連

国語との関連

社会科との関連

家庭科との関連 国語科との関連社会科との関連 家庭科との関連

算数科との関連



単元のねらい： 探求的な見方・考え方を働かせ，オリｌジナルレシピを作ったり，広報活動をしたりする活動を通して，地産地消への意識を高めることができるようにする。

【オリジナルレシピを作ることで、地産地消への意識を高める】
○もっと大分らしさのある料理にしたい！大分県がおすすめしている野菜をもっと
調べて、地元のものをたくさん使った料理にしたい！
○作ったレシピをおうちでも試してみたら、簡単にできた。これなら、だれでも無理
せず地産地消に取り組んでいけそう。
※試行錯誤を繰り返し，大分のことをより深く知ろうとしたり、各家庭で地産地消
に取り組みやすい料理を追究したりする姿

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）

【探求的な見方・考え方】
○試作のアンケート結果から、し
いたけが好きな人は大きいサイ
ズの方が肉厚でおいしいと思っ
ているけれど、苦手な人にとって
はしいたけそのものの味がして
食べづらいことがわかった。しい
たけの良さを生かしながらも、苦
手な人でも食べられる方法はな
いか。しいたけを出汁として使っ
てみてはどうか。

【広報活動を通して、地産地消への意識を高める】
○学習発表会でおうちの人に食べてもらったら、みんながお
いしいと最後まで食べてくれてうれしかった。いろんな食感を
あっていいとほめてくれた。おうちでも作っていってほしいし、
自分でも作っていきたい。
※今後に繋げていきたいことが浮かび意欲的な姿



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： 大分県の米や野菜をPRしよう

時期 ５月～７月 ９月～１２月 １月～３月

探究の過程 課題を知り，改善案を考える。 大分県が推薦する野菜を使った米が進む
オリジナルレシピをつくる。

オリジナルレシピをもとに，
大分県の米や野菜をPRする。

課題設定 ◆「食」をテーマに，大分を活気づけたい。

◆米や野菜を食べる人が減ってきていると
聞いたことがあるけれど本当かな
【課題の設定】

◆米や野菜を食べる人が減ってきているの
は本当なのか。それは，なぜなのか。

【課題の設定】

・大分の野菜と米をＰＲするために、どのようなレ
シピになればよいかを考える。
◆子どもと一緒に作れるレシピ
◆米と野菜を食べるレシピ
◆苦手な人も食べるレシピ
◆オリジナルのレシピ

【課題の設定】

・自分たちが作ったレシピをもとに大分県
の米や野菜をPRする最善の方法を考え
る。

◆参観日に保護者に料理をふるまい、Ｐ
Ｒする。

情報収集 【情報の収集】

・インターネットや身近な人への取材
から，米や野菜を食べる人が減ってき
ているという根拠や、考えられる原因
の資料を収集する。

【情報の収集】

・インターネットや身近な人への取材から，テーマ
に合ったレシピを収集する。
・実際に作り、校内で試食アンケートをとる。

・一回目の試食アンケートの分析結果により出た
困りから、ゲストティーチャーを招き、アドバイスを
もらう。

【情報の収集】

・実際にレシピを置いているところや，置く
とよさそうなところを探す。

整理分析 【整理・分析】

・調べた資料（表やグラフ等）を分析し、食べ
る人が減ってきていることを確認する。

・ウェビングマップを使って，考えられる原因
を整理し，分析する。

【整理・分析】

・レシピを出し・試食アンケートの結果をベン図や
ＰＭＩシートを用いて整理し、改善点を見つける。

・アドバイスをもらったことをもとに、レシピを改善
する。

【整理・分析】

・調べたことを整理・分析し，提供の仕方
を定める。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】

・分析した内容から，大分の米や野菜を食
べる人を増やす方法を考える。
【振り返り・知の更新】

◆野菜嫌いが原因という場合もあるから克
服するレシピを作れたらいいな。

◆子どもが食べるようなレシピをおうちの人
に提供したい。

◆子どもも一緒につくることができるレシピ
を紹介したい。

【まとめ・表現】
・調べたことをもとに、試作品を作る。

・調べたことやアドバイスされたことをもとに、改善
したレシピで試作品を作る。
【振り返り・知の更新】
・テーマに沿った

◆もっと多くの人が食べたくなるようなレシピにし
たい。
◆他に工夫できることはないかな。
◆苦味を消す方法はないかな。

【まとめ・表現】
・実際に，レシピを置いたり，PTAでおうち
の人にふるまったりして，大分県の米や
野菜をPRする。
・これまでの活動をふりかえる。
【振り返り】

◆おいしいと言ってもらえてうれしかった。
おうちでも自分で作ってみたい。

◆さらにアイデアをもらったので生かした
い。

【算数】「表やグラフ」「割
合」「単位量あたりの大
きさ」目的に応じて資料
を集めて分類整理し、表
やグラフを用いて表した
り、特徴を調べることが
できる。（第四学年）百分
率について理解し、帯グ
ラフや円グラフを用いて
表したり、特徴を調べた
りすることができる。（第
五学年）

「クラスで活動報告をしよう」
小冊子の中に含まれる様々な文や文章の種類に着目し、割り付けやレイアウトなどの構成を考えている。（書－イ）
自分が多くの人に是非薦めたいと思う事物のよさを、確かな根拠をもって選んだり、他と比較してよさを
捉えたりしている。（書－ア）
話し言葉と書きことばとの違いに気付いて書いている。（伝国イ（ア））
書いたものを発表し合い、表現の仕方に着目して助言し合う。（読－カ）

【国語】

・目的を意識して，日常
生活の中から話題を決
め，集めた材料を比較し
たり分類したりして，伝え
あうために必要な事柄を
選ぶこと。（思・話聞ア）

・相手に伝わるように，理
由や事例などを挙げな
がら，ア話の中心が明確
になるよう話の構成を考
えること。
（思・話聞イ）（第四学年）

【家庭科】
「はじめてみようクッキング」

・計量器具を扱い、必要な材料を計量することができ
る。（技能）

・調理において適切な材料の洗い方、切り方、味の付
け方、盛り付けや配膳及び後片付けができる。（技
能）

【社会】

「食料生産を支える
人々」

地図や統計などの資料
を活用して、我が国の農
業や水産業の様子につ
いて必要な情報を集め、
読み取っている。（技能）

様々な食料生産が国民
の食生活を支えているこ
とや、我が国の農業や
水産業は国民の食糧を
確保する重要な役割を
果たしていることを理解
している。（知・理）

【国語】
「情報ノートをつくろう」

自分の課題を解決するた
めに、複数の文章を比べ
て読み、必要な情報を選
んでいる。（読カ）



６年１組

おんせん県大分プロジェクト
～オリジナル入浴剤をつくろう～



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第６学年１組】

単元のねらい：

単元のめあ
て：

【単元の振り返り】（期待する姿）

・１年間学習して，温泉の魅力や，ものづくりの大変さ，やりがいなどがよくわかった。何となく魅力だとした考えていなかった温泉について，調べたり，実際に入浴剤をつくったりして，もっと
詳しくなった。たくさんの人に話を聞いたり，助けてもらったりして作り上げた入浴剤は，自信作になった。それを，被災地の方にも味わってもらえて，みんなのための活動にもなっていったこ
とが嬉しい。

小
単
元
４

【小単元２のめあて】オリジナル入浴剤をつくろう part 2（カボス温泉入浴剤づくり）
小
単
元
３

【小単元３のめあて】オリジナル入浴剤を被災地に届けよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】大分の魅力「温泉」について調べよう

５h

30
ｈ

10
ｈ

おんせん県大分プロジェクト ～オリジナル入浴剤をつくろう～

探究的な見方・考え方を働かせ，温泉や温泉を活用した入浴剤づくりに携わる人々に関わる活動を通して，課題を自ら見つけ，その解決に向けて考
えるための技法を活用しながら考えを深めることができるようにする。

探究課題： 入浴剤づくりの面白さや工夫，温泉や入浴剤づくりに携わる人々の工夫や願い

小
単
元
２

２
５h

【小単元１のめあて】オリジナル入浴剤をつくろう part 1（カボス入浴剤づくり）

【導入・課題の設定】

・これまでの総合的な学習の時間
を振り返る中で，温泉について着
目し，魅力を出し合う

・大分の魅力である温泉を私たち
自身が味わっているか投げかける

【情報の収集】

・どれぐらい温泉を利用したいと
思っているか，実際にはどれぐら
い温泉を利用しているか，情報を
集める

【整理・分析】

・収集した情報を２つのスケール
チャートに整理し，比較すること
を通して，温泉利用の実態を把
握する

【まとめ・表現】

・温泉利用の実態から，自分たち
にできることは何か考え，「オリジ
ナル入浴剤づくり」を単元を通し
た課題として設定する。
・単元の学習計画をたてる

【振り返り・知の更新】

・温泉をたくさんの人に気軽に味
わってもらうために，オリジナル
入浴剤をつくりたい。においや成
分をどうするか，考えていきたい。

【課題の設定】

・学習計画をもと
に，「入浴剤にど
んな香りをつけ
るか」を課題とし
て設定する

【情報の収集】

・「大分らしさ」
「においの濃
さ」等について，
情報を集める

【振り返り・知の更新】

・カボス入り入浴剤ができて，気持ち
いいと言ってもらえて嬉しかった。で
も，まだ温泉の成分が入っていない
ので，どんな成分を入れるか話し
合って，入浴剤を完成させたい

【整理・分析】

・集めた情報を座
標軸で整理し，オ
リジナル入浴剤に
ふさわしい香りを
決定する

【まとめ・表現】

・オリジナル入
浴剤をつくる

【情報の収集】

・オリジナル入
浴剤を試して
もらい，感想を
集める

【整理・分析】

・感想をもとに，
PMIを用いて
改善策を考え
る

【まとめ・表現】

・改善策を生
かして，オリジ
ナル入浴剤を
つくり，配布す
る

【導入・課題の設定】

・学習計画をもとに，「入浴剤に
どうすれば温泉の成分を入れら
るか」を課題として設定する

【情報の収集】

・入浴剤づくりに携わっている方
から話を聞く

【整理・分析】

・情報をもとに，自分たちに可能
な方法について検討する

【まとめ・表現】

・温泉の成分を提供してもらうた
めに，依頼文を書く

・頂いた温泉成分を利用して，入
浴剤をつくる

【振り返り・知の更新】

・オリジナル入浴剤が完成し，た
くさんの人に味わってもらえてよ
かった。今度は，大分県以外の
人にも味わってもらいたい

【導入・課題の設定】

・振り返りをもとに，「入浴剤を誰
に味わってもらうか」を課題として
設定する

【情報の収集】

・温泉配布の経験のある別府市
役所の方から，「別府温泉恩返
し」活動についての話を聞く

・オリジナル入浴剤を贈るために
必要な予算について調べる

【整理・分析】

・情報をもとに，オリジナル入浴
剤を，だれに，いくつ贈るかを決
定する。

【まとめ・表現】

・オリジナル入浴剤を作成し，被
災地に贈る。

【振り返り・知の更新】

・オリジナル入浴剤を，被災地の
方に贈ることができてよかった。
私たちのつくった入浴剤で，少し
でもリラックスできたら嬉しい。



【考えるための技法を活用して考えを深める】

視点を考えたり付箋をつかったりして，視野を広げながら
自分たちで進めることができた

単元のねらい：
探究的な見方・考え方を働かせ，温泉や温泉を活用した入浴剤づくりに携わる人々に関わる活動を通して，課題を自ら見つけ，その解決に向けて考え
るための技法を活用しながら考えを深めることができるようにする。

【課題を自ら見つけ】

自分たちで１から考える力がついたと思う。先生が何も言わなくても，（入浴
剤を作るために）におい，形，作り方，においの付け方，においの出し方な
ど，自分たちだけで考え，実行していった

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力（例）
単元名： 自分たちのごまだし料理をつくって紹介しよう（小学校第３学年：５０時間）

時期 ９月～１０月 １１月～１月 ２月～３月

探究の
過程

ごまだしについて調べたり体験したりした
ことや考えたことをまとめ，課題をつくる

（１５時間）

自分たちのオリジナルごまだし料理をつくろう！
（２０時間）

お世話になった人たちを招待して，
ごまだしパーティを開こう（１５時間）

課題設定 社会科の「私たちの市」の学習から発展させて「ご
まだし」に目を向けさせ，名物であるわけについて
興味・関心を持たせる。

多くの種類のごまだしを提示し，「同じ地域なのに，
どうしてこんなにたくさんの種類の「ごまだし」があ
るのだろう」と投げかけ，知っていることを共有する。
（ウェビングマップ）

・自分たちの力でごまだし料理をつくるために，必要なこと
は何だろうか？

・ごまだしパーティを成功させるための内容と
準備はどのようにすればよいか。

情報収集 ・ごまだしについての情報集める。

・家族，パンフレット，お店，地域で活動している団
体など。
・GTの支援を受けながら，実際に作ってみる。（体
験活動）

・ごまだしを使った料理を調べる。
・ごまだしの材料などをお店の人や家族に聞く。
・調べてきた料理をグループで共有する。

・パーティの内容についてのアイディアを出し
合う。

・アイディアを実現するための準備について
調べる。

整理分析 ・収集した情報や体験活動を通して分かったことを，
視点を決めて分類・整理する。

【整理・分析①】

・調べたり，考えたりしたご
まだし料理から，パーティに
出す料理を決める。

・「一度にたくさん作れる」
「簡単にできる」「時間がか
からない」３つの視点で，マ
トリックスを使って話し合う。

【整理・分析②】

・試食の結果を受けて，
パーティに出す料理を決
める。
・P&Sシートを使って，改
善策を考える。

・それぞれのアイディアを，「みんなが楽しめ
る」「準備が簡単」などの視点で話し合う。

まとめ
表現
振り返り

・ごまだしについて分かったことを，新聞にまとめる。

・自分たちの力で，ごまだし作りに挑戦する。【体
験活動】
【期待する振り返り】

・古くからごまだしが作られている理由が分かった。
ごまだしについて調べたり，自分たちだけで作った
りしてみて，使い方がたくさんあることが分かった。
自分たちのごまだし料理にも挑戦して，みんなで
パーティをしたい。

【まとめ・表現①】

・選んだ料理を作って試食
する。
【体験活動】

【まとめ・表現②】

・パーティに出すことに
なったごまだし料理の作
り方をレシピにまとめる。

・パーティに出す料理も
決まったし，レシピも完
成した。いままでお世話
になった人たちを招待し
て，ごまだしパーティを成
功させたい。パーティの
準備を頑張りたい。

【まとめ・表現】

・これまでに考えたり取り組んできたりしたこ
とを，相手意識や目的意識を明確にしてまと
める。
・ごまだしパーティを開く。

【期待する振り返り】

・ごまだしパーティを成功させることができて
よかった。調べたことやまとめたことを，家族
や地域の人たち，他の学年の人にも伝えた
い。

【社会】「働く人とわたしたちのくらし」

・お客の願いと店の工夫のかかわりについて
考え表現する。（思・判・表）

・さまざまな店や買い物の仕方のよさや自分
の暮らしとのつながりについて考え，表現す
る。 （思・判・表）

・視点を決めて観察したり，買い物客へインタ
ビューしたりして，必要な情報を集める。（技）

【国語】「本で調べよう」

・知りたいことに応じて，本
を選んで調べる。

【国語】「話し合ってみんな
の考えをまとめよう」（話
す・聞く）

・話し合っている内容をよく
聞き，互いの考えの共通点
や相違点を考えながら，議
題からそれないように発言
する。 （思・判・表）

【社会】「働く人とわたしたちのくらし」

・見学でわかったことを観点に沿って出
し合い，それらを分類したり，関連付け
たりしながらまとめる。（思・判・表）

・店や工場，農家の仕事は自分たちと
かかわりがあり，自分たちの暮らしを支
えていることを考え，ちらしやノートに表
現する。（思・判・表）

【国語】「発見ノートを作
ろう」（書く）

・関心のあることなどか
ら書くことを決め，相手
や目的に応じて，書くう
えで必要な事柄を調べ
て「発見ノート」に書く。
（思・判・表）

【国語】「生き物のと
くちょうをくらべて書
こう」（書く）

・事柄の特徴を明
確にし，目的や必
要に応じて理由や
根拠をあげて書く。
（思・判・表）

【国語】「たから
ものを紹介しよ
う」（話す・聞く）

・スピーチメモを
もとに，理由を
あげて筋道を立
ててわかりやす
く話す。（技）

【国語】「調べたこ
とをほうこくしよ
う」（話す・聞く／
書く）

・書こうとすること
の中心を明確に
して，目的や必要
に応じて書く。
（思・判・表）

「考えるための技法」の活
用
【国語】「調べてほうこくしよ
う」（話す・聞く）

・相手や目的に応じて，必
要な事柄について適切にイ
ンタビューをしたり，資料を
使って調べ，報告する。
（思・判・表）

【国語】「中心場面を明らか
にして書こう」（書く）

・段落相互の関係などに注
意して，中心場面を決めて
様子が伝わるように書く。
（思・判・表）



６年２組

大分サバイバル大作戦
～大分県民を災害から守ろう～



【情報の収集】
・クラス全体でできそうな
ことを交流する

・地震について調べる
（本，インターネット）
・保護者へのアンケート
・大分駅での街頭調査

【整理・分析】 （予想される回答）
○災害前の対策
・ハザードバップの作成
・避難経路の確認
○災害後の対策

・防災グッズ ・食料の確保 ・断水，
停電への対処 ・避難所での生活

【まとめ・表現】

・災害に対して多く
の人が不安を感じ
ている。

・災害前後に対策
をすれば被害を減
らせそうだ。

【整理・分析】

・作ったり試し
たりしてわかっ
たよさや改善点
を整理する。

【振り返り・知の更新】

・いつでもだれにでも使えるハ
ザードマップ・避難経路がいいな。

・身近な物で作り使える防災グッ
ズがいいな。

【単元の振り返り】（期待する姿）
・1年間の学習を通して，災害に備えることの大切さを実感した。「大分で大きな地震が起こる」ということを聞いたことがあるけど，あまり実感が沸かなかった。「災害に備
えないと」とは思っていたけれど，なかなか行動に移すことができなかった。今回開発した防災マップ・防災グッズを大分県の人に知ってもらい，防災に対する意識を高め
てほしい。

小
単
元
３

【小単元２のめあて】災害前後にできそうなことを調べ，試してみよう。

小
単
元
２

【小単元３のめあて】いつでもだれにでも使える防災マップ・グッズを開発しよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】自分たちにできることを考えよう

10ｈ

25ｈ

25ｈ

【課題の設定】
・ハザードマップ・避難経路
・防災グッズ ・食料の確保

◆実際に，便利か実現可能
か試してみたい。

【情報の収集】

・インターネットや本，専門家への
取材などから，災害前後にできそ
うなことについて情報を収集する。
・実際に作ったり試したりしてみる。

【まとめ・表現】

・ハザードマップ・避難経路を
知らないと正しく逃げられない。

・市販の防災グッズは備えてい
ないと使えない。

☆修学旅行「雲仙普賢岳」との関連
【資料提示】
・大分県で今後起こりうる災害について
南海トラフ地震
【課題の設定】

◆災害について学習し，地震が起きた時生き残りたい
◆災害について発信し，大分県民を災害から守りたい

【振り返り・知の更新】

◆大分県民の不安を
少しでも減らせるよう，
災害前後の対策につ
いて調べてまとめ，発
信していきたい。

【課題の設定】

◆大分県民全員が助かるよう
にしたい
◆使いやすいものにしたい

◆いつでもだれにでも使える
マップ・防災グッズを作りたい。

【情報の収集】

・インターネットや本，専門家への
取材などから，防災マップ・グッズ
について情報を収集する。
・実際に作ったり試したりしてみる。
・専門家に見せ，意見をもらう。

【整理・分析】

・作ったり試したりして
みてわかったよさや
改善点を整理する。
・いつでも使えるか
・だれにでも使えるか。

【振り返り】

・完成した防災マップや
グッズを大分県民へ広
めたい。

【まとめ・表現】

・改善点をもとに修正
し仕上げる。

大分サバイバル大作戦～大分県民を災害から守ろう～

単元のねらい：

単元のめあて：

探究的な見方・考え方を働かせ，防災マップや防災グッズを試したり開発したりする活動を通して，防災への意識を高めることができる
ようにする。

探究課題： 防災マップや防災グッズの有用性，防災に携わる人々の工夫や願い

【小単元４のめあて】６年２組オリジナル防災マップ・グッズを大分県内へ発信しよう小
単
元
４

10ｈ

【課題の設定】

◆完成した防災マップ・グッズ
を大分県民へ広めたい
◆どんな方法で広めるとよいか

【情報の収集】

・広め方のアイデアを出し合い調
べる。
・広め方を専門家に聞く。

【整理・分析】

・どの広め方が自分たち
の目的に合っているか

【振り返り】

・授業の初めと終わりで
の防災意識の変化を実
感する。

【まとめ・表現】

・調べた方法で実際に発
信する。

小学校総合的な学習の時間の単元計画【第６学年２組】



単元のねらい： 探究的な見方・考え方を働かせ，防災マップや防災グッズを試したり開発したりする活動を通して，防災への意識を高めることができるようにする。

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）

【防災への意識を高める】

南海トラフは人事ではなく，自分にも大きく関係していることが
学べました。ちゃんと家に食料やグッズを備えたいです。

【探究的な見方・考え方を働かせ】
紙コップがこげてしまった。水の量を増やしたり紙コップの形を変えるとうまくいくのでは。

【防災への意識を高める】

災害が起きても，自分や家族を守る方法はあることを知りまし
た。いつでも行動できるように準備したいです。



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： 大分サバイバル大作戦～大分県民を災害から守ろう～（小学校第６学年：７０時間）

時期 ５月～７月 ９月～１１月 １２月～２月 ２～３月

探究の
過程

自分たちにできることを
考えよう
（１０時間）

災害前後にできそうなことを
調べ，試してみよう
（３０時間）

いつでもだれにでも使える防災マッ
プ・グッズを開発しよう

（２０時間）

６年２組オリジナル防災マップ・
グッズを大分県内へ発信しよう

（１０時間）

課題設定 ☆修学旅行「雲仙普賢岳」との関
連
【資料提示】

・大分県で今後起こりうる災害に
ついて
南海トラフ地震
【課題の設定】

◆災害について学習し，地震が
起きたとき生き残りたい

◆災害について発信し，大分県
民を災害から守りたい

【課題の設定】
・ハザードマップ・避難経路
・防災グッズ ・食料の確保

◆実際に，便利か実現可能か試し
てみたい。

【課題の設定】
◆大分県民全員が助かるようにしたい
◆使いやすいものにしたい

◆いつでもだれにでも使えるマップ・防
災グッズを作りたい。

【課題の設定】

◆完成した防災マップ・グッズを大分県
民へ広めたい
◆どんな方法で広めるとよいか

情報収集 ・クラス全体でできそうなことを交
流する

・地震について調べる（本，イン
ターネット）

・インターネットや本などから，災害
前後にできそうなことについて情報
を収集する。
・実際に作ったり試したりしてみる。

・インターネットや本，専門家への取材
などから，防災マップ・グッズについて
情報を収集する。
・実際に作ったり試したりしてみる。
・専門家に見せ，意見をもらう。

・広め方のアイデアを出し合い調べる。
・広め方を専門家に聞く。

整理分析 ○災害前の対策
・ハザードバップの作成
・避難経路の確認
○災害後の対策
・防災グッズ ・食料の確保
・断水，停電への対処

・作ったり試したりしてわかったよさ
や改善点を整理する。

・作ったり試したりしてみてわかったよさ
や改善点を整理する。
・いつでも使えるか
・だれにでも使えるか

・どの広め方が自分たちの目的に合っ
ているか
・ポスター
・パンフレット等

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】

・災害に対して多くの人が不安を
感じている。

・災害前後に対策をすれば被害
を減らせそうだ。
【振り返り・知の更新】

◆大分県民の不安を少しでも減
らせるよう，災害前後の対策につ
いて調べてまとめ，発信していき
たい。

【まとめ・表現】

・ハザードマップ・避難経路を知らな
いと正しく逃げられない。

・市販の防災グッズは備えていない
と使えない。
【振り返り・知の更新】

・いつでもだれにでも使えるハザード
マップ・避難経路がいいな。

・身近な物で作り使える防災グッズ
がいいな。

【まとめ・表現】
・改善点をもとに修正し仕上げる。
【振り返り・知の更新】

・完成した防災マップやグッズを大分県
民へ広めたい。

【まとめ・表現】
・調べた方法で実際に発信する。
【振り返り・知の更新】

・授業の初めと終わりでの防災意識の
変化を実感する。

【国語】「学校案内パンフレット」（書く）

新一年生の保護者に安心してもらうた
めに,必要な情報を収集したり,整理し
たりしながら書いている（書-ア）

【図工】「１枚の板から」

生活の中で使えるように，
目的や用途などからつくり
たいものを思い付き，図な
どをかいて計画を考えてい
る。（想）

【国語】「大分市政にもの
申す～パネルディスカッ
ションを通して～」

互いの意見の違いを大事
にしながら、話し合ってい
る。（Ａ-オ）

【国語】「縦割り班遊びの内容をグループで話し
合おう」（話す）

話し手の意見を自分の意見や他の意見と関連
づけて聞き，話している。（話-エ）

【家庭科】「はじめてみよう
クッキング」(５年・既習)
・材料や目的に応じたゆ
で方ができる。（技能）

【家庭科】「暑い季節を快
適に」

・すずしい着方について考
えたり，自分なりに工夫し
ている。（創意・工夫）

【体育】「けがの防止」

身近な生活におけるけが
の原因やその防止，手当
について課題を設定し，解
決の方法を考えたり，判断
したりできる。（思・判）

【国語】「係活動紹介ポスター」(５
年・既習)
見出しや図表など様々な構成を
理解し書いている。（伝国イ(キ)）

「考えるための技法」の活用



６年３組

しいたけで大分をＰＲしよう！



小学校総合的な学習の時間の単元計画【第６学年３組】

単元のねらい：

単元のめあて：

【情報の収集】

・しいたけ原木の周りの環境をよくする
ために，できることを調べる。

【整理・分析】

・調べたことを出し合い，優先
順位をつける。

【まとめ・表現】
・できることに取り組む。

【整理・分析】

・出し合ったことを，ＫＪ法を使ってグ
ループ化し，ＰＲ方法を絞る。

・この時に，「これまで取り組んできたこ
とからのレベルアップ」という視点で絞る
ようにする。

【振り返り・知の更新】

・オリジナルレシピをつくるこ
とに決まったから，これまで
つくったことのないレシピをつ
くりたい。

【課題の設定】

・しいたけのオリジナルレシピを研究し
ていく上で，「既に開発されているレシ
ピではない」という視点や，「レベル
アップ」という視点から，課題意識をも
つ。

【情報の収集】

・しいたけ料理で既に開発されているレシ
ピについて，図書やインターネットで調べ
る。

【整理・分析】

・調べて分かったことをもとに，
準備するものや，調理方法に
ついて整理する。

【振り返り】

・これでオリジナルレシピが
できた。まずは宿利さんに食
べてもらって，感謝を伝えた
い。

【単元の振り返り】（期待する姿）

・１年間学習して，しいたけの魅力や，生産者の願いなどがよくわかった。これまで継続して取り組んできたしいたけについて，より詳しくなったし，大分の特産物であるしいたけに愛着を
持った。オリジナルレシピをかいはつするのは大変だったけど，クラスの人たちと話し合うことで一つのかたちにすることができたことがうれしい。宿利さんのしいたけに対する願いを，「オリ
ジナルレシピ」というかたちで実現できたことが，自分たちの自信になった。

小
単
元
３

【小単元２のめあて】宿利さんにアドバイスをもらって，ＰＲする方法を決めよう
小
単
元
２

【小単元３のめあて】オリジナルレシピを開発しよう

小
単
元
１

【小単元１のめあて】これまでお世話をしてきたしいたけ原木をどうするか考えよう
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【課題の設定】

・宿利さんからアドバイスをもらい，新しいしいたけ原木があること
を知ることから，しいたけを使ってできることを考える。
・この時に，宿利さんからしいたけを育てている願いも確認する。

【情報の収集】

・しいたけを使って
これまでしてきたこ
とを出し合う。

【まとめ・表
現】

・「オリジナル
レシピをつく
る」ことを決
める。

【まとめ・表現】

・整理したことをもとに，必要
な食材や道具を準備し，試作
する。

【課題の設定】

・これまで育ててきたしいたけ原木の現在の
様子を見せ，このままでよいのか話し合う。

・宿利さんの願いや自分たちの思いを交流し，
しいたけ原木を復活させることを確認する。

【振り返り・知の更新】

・できることに取り組んでき
たけど，このままではしいた
け原木は復活するかわから
ない。宿利さんに聞いてみ
たい。

しいたけで大分をＰＲしよう！

探究的な見方・考え方を働かせ，地元の特産物のしいたけをＰＲする活動を通して，地域のよさや地域を支えている人がいることに気付き，地域に対
する愛着を高めることができる。

探究課題： しいたけのオリジナルレシピづくりの面白さや工夫，しいたけづくりに携わる人々の工夫や願い

【課題の設定】

・開発したオリジナルレシピでしいたけ
料理を宿利さんに食べてもらい，さら
に「しいたけのよさを活かしているか」
という視点からのアドバイスをもとに，
課題意識を持つ。

【情報の収集】

・しいたけのよさをどう活かすか，給食の
先生や，お家の人，料理に詳しい人など
に聞いたり，さらに調べたりする。

【整理・分析】

・調べて分かったことをもとに，
改良点について整理する。

【振り返り】

・しいたけ原木を託してくれ
た宿利さんの願いを，オリジ
ナルレシピを作ることで少し
叶えることができた。もっと
多くの人に大分県産のしい
たけを食べるようになってほ
しい。

小
単
元
４

【小単元４のめあて】オリジナルレシピを改良しよう

20
ｈ

【まとめ・表現】

・整理したことをもとに，しいた
け料理を試作し，レシピをまと
める。

・卒業発表会で，・まとめたレ
シピと一緒にお家の人にふる
まう。

家庭科との関連

国語科との関連算数科との関連国語科との関連

算数科との関連



単元のねらい：

単元のねらいにせまる具体的な子どもの姿（児童の振り返りより）

探究的な見方・考え方を働かせ，地元の特産物のしいたけをＰＲする活動を通して，地域のよさや地域を支えている人がいることに気付き，地域に対する愛着を
高めることができる。

【地域のよさや地域を支えている人がいることに気付く】

しいたけ農協の方が，自分たちのためにわざわざ原木を持ってきてくださっ
たので，この原木からしいたけを栽培して，しいたけで大分をPRしたい。

（※地域の方の思いや願いを感じ，自分たちの取組で返そうとする姿）

【地域に対する愛着を高める】
しいたけ料理を配って大分をPRすることができた。大分に興味・関
心を持ってくれて嬉しかったし，自分たちが進めてきた総合に自信
が持てた。それに，足を止めて話を聞いてくれて料理を食べてくれ
る人が多かったことも印象に残った。大分っていいところだなと思っ
たし，しいたけは大分が誇る特産品であることを再確認することが
できた。
（※活動を振り返り，地域の人や特産品のよさに気付いている姿）



本単元と関連して育成を目指す各教科等の資質・能力
単元名： しいたけで大分をＰＲしよう！（小学校第６学年：７０時間）

時期 ５月～７月 ９月～１０月 １１月～１２月 １月～３月

探究の
過程

これまでお世話をしてきた

しいたけ原木をどうするか
考えよう
（１０時間）

しいたけをＰＲする方法を
決めよう
（１０時間）

オリジナルレシピを開発しよう
（２０時間）

オリジナルレシピを改良しよう
（２０時間）

課題設定 【体験活動】

・これまで育ててきたしいたけ
の原木の環境をよくする体験か
ら，しいたけへの愛着を確認す
る。
【課題の設定】

◆しいたけ原木の環境をよくし
たい！

◆しいたけ原木を復活させた
い！

【課題の設定】

・しいたけ農協の方からアドバイスを
もらい，新しいしいたけ原木があるこ
とを知ることから，しいたけ原簿の環
境を維持してしいたけを栽培するこ
とを改めて確認する。

・しいたけを使ってできることを考え
る。

◆しいたけでどのようにして大分を
PRできるかな？

【課題の設定】

・しいたけのオリジナルレシピを研究して
いく上で，「既に開発されているレシピで
はない」という視点や，「レベルアップ」と
いう視点から，課題意識をもつ。

◆どんなレシピなら，「レベルアップ」につ
ながるかな？

【課題の設定】

・開発したオリジナルレシピでしいたけ
料理をしいたけ農協の方に食べてもら
い，さらに「しいたけのよさを活かしてい
るか」という視点からのアドバイスをもと
に，課題意識を持つ。

◆どんなレシピなら，「しいたけのよさを
生かしているか」につながるかな？

情報収集 ・しいたけ原木の周りの環境を
よくするためにできることを，イ
ンターネットや本，身近な人へ
のインタビューを通して調べる。

・しいたけを使ってこれまでしてきた
ことを出し合う。

・しいたけ料理で既に開発されているレシ
ピについて，図書やインターネットで調べ
る。

・しいたけのよさをどう活かすか，給食
の先生や，お家の人，料理に詳しい人
などに聞いたり，さらに調べたりする。

整理分析 ・調べたことを出し合い，優先
順位をつける。

・出し合ったことを，ＫＪ法を使ってグ
ループ化し，ＰＲ方法を絞る。

・この時に，「これまで取り組んでき
たことからのレベルアップ」という視
点で絞るようにする。

・調べて分かったことをもとに，準備する
ものや，調理方法について整理する。

・調べて分かったことをもとに，改良点
について整理する。

まとめ
表現
振り返り

【まとめ・表現】
・できることに取り組む。
【振り返り・知の更新】

◆できることに取り組んできた
けど，このままではしいたけ原
木は復活するかわからない。し
いたけ農協の方に聞いてみた
い。

【まとめ・表現】

・「オリジナルレシピをつくる」ことを
決める。
【振り返り・知の更新】

・オリジナルレシピをつくることに決
まったから，これまでつくったことの
ないレシピをつくりたい。

【まとめ・表現】

・整理したことをもとに，必要な食材や道
具を準備し，試作する。
【振り返り・知の更新】

・これでオリジナルレシピができた。まず
はしいたけ農協の方に食べてもらって，
感謝を伝えたい。

【まとめ・表現】

・整理したことをもとに，しいたけ料理を
試作し，レシピをまとめる。
・大分駅でしいたけ料理を配る。
【振り返り・知の更新】

・しいたけ原木を託してくれた宿利さん
の願いを，オリジナルレシピを作ること
で少し叶えることができた。もっと多くの
人に大分県産のしいたけを食べるよう
になってほしい。

【国語】「大分市政にもの申す～パネル
ディスカッションを通して～ 」（話す・聞
く）

・本や資料などを活用し、自分の考え
を根拠づけたり、より広い視点から見
直したりしながらまとめている。【Ａ-ア】

【国語】エッセイ集を作ろう（書く）

・自分の身近なできごとを通して
感じたことや考えたことを整理し
ている。【Ｂ-ア】

【国語】「健康に良いも所を推薦文します」（書く）

・すすめたい（伝えたい）ことのもととなる叙述を
引用しながら推薦文を書いている。（Ｂ-エ）

「考えるための技法」の活用

【社会】「地形や気
候を生かして」(４
年・既習)
・大分県の人々が
地形や気候の特
徴を生かして特産
物を作っているこ
とを考えることが
できるようにする。
（思・判・表）

【国語】「学級の問題につ
いて話し合おう」（話す・聞
く）（既習）

・目的を意識して，日常生
活の中から話題を決め，
集めた材料を比較したり
分類したりして，伝えあう
ために必要な事柄を選ぶ
こと。（思・話聞ア）

・相手に伝わるように，理
由や事例などを挙げなが
ら，ア話の中心が明確に
なるよう話の構成を考え
ること。
（思・話聞イ）


